
SD390 Ｄ○○

BCR295

（Ｎ／mm2）

構造特記仕様書
注記ある場合以外　●印の項目を適用する。

[1] 地業工事 [5] 鉄骨工事
材　料厚さ地　業　内　容 部　　　位 備　　　　　　考

（ｍｍ）

使　用　箇　所種　　別

[3] コンクリート工事

使　　用　　箇　　所

・セメントの種類（　普通ポルトランドセメント ）JIS R5210

・骨材の種類・寸法（砕石　t=20 ）

・混和材料の特記（　AE　減水剤　）

・寒中コンクリートの適用期間（　）

・せき板の材料　●合板（ｔ１２）　○

・JIS認定工場の製品とし施工に関してはJASS5による

・

・

[4] 鉄筋工事
材　料

採用 種　　別 表　　示 使　用　箇　所 備　　　考

● Ｄ○○ D10～D16

● Ｄ○○

○

継　手

種　　　　別 使　　用　　箇　　所 備　　　考採用

● D10～D16重ね継手

ガス圧接

○

・

・

構造概要書
注記ある場合以外　●印の項目を適用する。

[1] 基準仕様書 ７）設計用地耐力

設計地耐力（kN／㎡）
場　　　所 備　　　考設計図に特記なき場合は下記基準仕様書に依る。

長　期 短　期
１．建築工事共通仕様書　　　　　　　　公共建築協会

２．建築工事標準仕様書　　　　　　　　日本建築学会

JASS 5   鉄筋コンクリート工事

JASS 6   鉄骨工事

３．鉄骨工事技術指針・同解説　　　　　日本建築学会

[2] 構造概要

[3] 構造設計条件

１）計算ルート、地震時層間変形角の制限値γ、架構形式

計算ルート方　　　向 γ 架　　　構　　　形　　　式

Ｘ 方向 1／200

Ｙ 方向 1／200

２）地震荷重

・地域係数　Ｚ＝1.0　　　　　　・地盤種別　第 2 種

・振動特性係数　Ｒｔ＝1.0

4.5

コンクリートの

種　類

普通

強度 FC

設計基準 耐久設計基準
強度 Fd

（Ｎ／mm2）

品質基準
強度 Fq

（Ｎ／mm2）

気乾単位
容積重量

（KN／ｍ3）

23 18

・土間下は転圧を行い十分に締め固める。

・捨コンクリートは設計基準強度　ＦC＝　18 （Ｎ／mm2）

３

３

・型枠の存置期間は、JASS5.型枠工事9.10による

備　　考

砂利地業 50

砕石地業

24 24 24

●　鉄骨造

○　壁式鉄筋コンクリート造

○　鉄骨鉄筋コンクリート造

階　　　数

構 造 種 別

基　　　礎

○　

●　

○　杭 基 礎

SD295A

SD345

ａ

所　要
スランプ

（㎝）

所　要
空気量

（％）

凡　例（実施）●：実施

　　　　　　　Ｍ：ミルシートにて可　Ｈ：配合報告書にて可

その他報告書（●：工事監理者に提出）

防錆塗装

使　用　箇　所 塗　　　　　　装

・素地ごしらえの種別は（鉄骨工事技術指針　　　　　　　）による。

・現場溶接部、高力ボルト接合部、ボルト類などは現場タッチアップを行う。

接合部の検査 (検査結果は後日工事監理者に報告すること)

検査率または検査数
使　用　箇　所 検 査 方 法 備　　　考

「突合せ継手の食違い、仕口のずれ
ずれ検査 の検査・補強マニュアル」による

・第三者検査機関はＣＩＷ認定業者とし、検査判定規準は JASS 6 に準ずる。

・突合せ溶接部の超音波探傷試験対象は板厚 9 mm 以上とする。

● 突合せ継手の

超音波探傷試験● 突合せ溶接

〃● 外観(目視)試験

[6] 試験・検査・報告書

工
 
事

区
 
分

実
 
施

工
 
事

区
 
分

実
 
施

項　目 項　目

土

工

事

地

盤

Ｍ標準貫入試験 鉄筋強度試験

鉄

筋

工

事

鉄

筋

●平板載荷試験 圧接部強度試験

● ●根切検査（床付け面） 圧接部外観検査

● 配筋検査

杭
打
工
事

杭
試験杭検査

材

料

Ｍ 鋼材強度試験

骨

材

Ｈ Ｍ塩分試験 高力ボルト強度試験

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

Ｈ 粘土塊量試験

鉄

骨

工

事

溶接部開先検査

溶

接

● スランプ試験 溶接部超音波探傷検査

コ

ン

ク

リ

ー

ト

● 空気量試験

Ｈ 単位容積重量試験 スタッド打撃曲げ試験

制
作
・
建
方
等

温度試験 現寸検査

製品検査

● 鉄骨建方検査

耐火被覆検査

○

●

● 塩化物量試験

圧縮強度試験

●

●

●

●

●

●

○

塗り回数

工場 現場ごしらえ

素　地

自主 第三者 工事監理者

100%

100%

100%

30%

30%

30%

承認

承認

承認

一　般　部

屋　外　部

1JIS K 5674（１種） タッチアップ２種

〃 2 〃JIS K 5674（１種）

備　　　考

第３者検査(自主検査100％)

鉄筋コンクリート造○　

●純ラーメン架構

●純ラーメン架構

柱（角形鋼管）

・スタッドは　ＪＩＳ　Ｂ１１９８「頭付きスタッド」による。

　母材同等の場合、鉄骨製作工場は建設省告示１１０３号に適合する工場とする。

・鉄骨加工工場　全構連認定 ( Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　) グレード以上

・接合部の溶接は建築学会「溶接工作基準・同解説」による。

・指示ない限りは建築学会「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」による。

・現場継手　　　●高力ボルト　●中ボルト　○溶接（　　　　　　　　　　　）
・鉄骨溶接部の許容応力度　　　●母材同等　○母材の９０％

・高力ボルト　　　●トルシアー形（Ｓ１ＯＴ：認定番号 MBLT-9008）

・標準せん断力係数（一次設計用）　Ｃ0＝0.20

●

●製作要領図

●地盤改良工事施工計画書

●工作図

●溶接工事作業計画書

●地盤改良工事施工報告書

●施工計画書

●施工写真

●コンクリート配合報告書 ●ミルシート（上表）

ｂ 普通 4.52324 24 15

●鉄骨検査報告書

普通 18 23 18 4.5

普通 23 18 4.5ｃ

ｄ

・デッキプレート　○ＥＶ５０　○ＥＺ50　●ＱＬデッキ

土間下

地中梁下基礎下

地盤改良
改良深さ

・地盤改良厚は支持地盤の状況により決定の事。

普通 18 23 18 4.5ｅ ラップルコンクリート

 捨コンクリート

 デッキコンクリート

 土間コンクリート

 主構造部分

杭種別
（ｍ） （ｍ） 長　期 短　期

杭　長 杭頭深さ 設計杭耐力（kN／本）杭　径

（ｍｍ）
備　考

[2] 杭打工事

（　　　　工法）

・土間下は表層改良（Ｈ＝1.00ｍ）を行う

　改良材はセメント系固化材とし、添付量100kg/ｍ3とする

３）土圧及び水圧

・土圧係数　擁壁 ＫA＝　　　　　地下外壁 ＫN＝

４）風　荷　重

・速度圧　ｑ＝０.６×Ｅr2×Ｖ2×Ｇf

・地表面粗度区分（Ⅲ）

５）積雪荷重

６）特殊荷重

種　　　別

・区　　域　●一般区域　○多雪区域

重　量・基　数 備　　　　　考

・重要度係数　Ｉ＝1.25

24

D19～D25

D29～D32

D19～D32

●

・地下水位　柱状図参照

長野県松本市白板2-3-40
(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

21 24 24

・設計用積雪荷重　　長期　　　　N／㎡、　短期　　1560N／㎡

・アンカーボルト　○ＳＲ２３５　●ＳＳ４００　●ＡＢＲ４００

○

●

柱（円形鋼管）

SN400B 大梁

SN490C

SS400

SSC400

STKR400 胴縁（小径の角形鋼管）・間柱（角形鋼管）

間柱（Ｈ形鋼）、小梁、ガセットプレート、ブレース、開口補剛材

母屋・垂木、胴縁

SN490B ベースプレート

ダイヤフラム

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

構造概要書・特記仕様書 － 001

[4] 土質柱状図

●

○近隣データ

敷地内ボーリング　（構造図　Ｓ－０１３参照）
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／
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舗装

砂混り
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舗装

砂礫

礫混り粘土

砂混り粘土

砂礫

▽
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▽基礎下端
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孔口標高=687.24m　　設計GL＝688.072m
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0
5
0

1
62

地上：２階建　　地下　０階

直接基礎（柱状改良）

・積雪深さ　　46  ㎝　　　　・単位重量　　 20N／m／c㎡

太陽光パネル 200N / ㎡

（ｍ）
基礎下端～

GL-4.0
STKN490B

150

3,
3
62

2
,
51

2

3
,
18

2

2
,
5
32

コンクリート
改良ラップル

250 500

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度



（５）鉄筋の定着の長さ

フ ッ ク あ りフ ッ ク な し

L1 L2
L3

小梁 スラブ 小梁 スラブ
種類

鉄筋の コンクリートの
設計基準強度
Fc（Ｎ/㎜2)

SD295A

SD295B

SD345

SD390

18

21

24、27

30、33、36

45d 40d

40d 35d

35d 30d

35d 30d

50d 40d

45d 35d

40d 35d

35d 30d

50d 40d

45d 40d

40d 35d

20d
10d
かつ
150㎜
以上

35d 30d

30d 25d

25d 20d

25d 20d

35d 30d

30d 25d

30d 25d

25d 20d

30d35d

35d 30d

30d 25d

10d

L1h L2h
L3h

（注）１．L1、L1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

コンクリートの
設計基準強度鉄筋の種類

18
21

24,27
30,33,36

SD295A
SD295B

18
21

24,27
30,33,36

SD345

21
24,27

30,33,36

SD390

Fc（Ｎ/㎜2)
La Lb

20d
15d
15d
15d

15d
15d
15d
15d

20d
20d
20d
15d

20d
20d
15d
15d

20d
20d
20d

20d
20d
15d

　　　　　（基礎梁、片持ちの梁及び片持ちスラブを含む）

（注）１．La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　２．Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く）

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

（６）溶接金網の継手及び定着

重ね継手 定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

150mm以上

150mm以上

L3 L2 L2 L2

鉄筋
１節半以上且つ

１節半以上且つ
鉄筋

50d

1.5巻

添巻

以上の

≧6d

≧6d

d

d

≧6d

d

50
d

≧6d

d

（７）スパイラル筋の継手及び定着

CL

ＧＬ

はかま筋
基礎筋

基礎筋 Ａ部詳細

15d

基礎筋 はかま筋

（１）　直接基礎の場合

Ａ．基礎の配筋

Ａ

はかま筋

基礎梁あばら筋

連続基礎配力筋

基礎梁主筋 はかま筋

腹筋と兼ねてもよい

連続基礎主筋

Ａ．鉄筋の最小かぶり厚さ

Ｂ．鉄筋相互の間隔

Ｃ．ＳＲＣ造で、主筋と平行する鉄骨との間隔

Ｄ．貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。

（１）　粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）　25mm

（３）　隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値ｄ）の1.5倍

Ｂ．による。

・柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10㎜を加えた数値を標準とする。

（Ⅰ）既製コンクリート杭の杭頭補強の方法は下図のＡ形又はＢ形とし

　　　適用は特記による。特記がなければＢ形とする。

（Ⅱ）中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを使用する。

（Ⅲ）既製コンクリート杭以外の場合は、特記による。

＜Ａ形＞

CL

（２）　杭基礎の場合

＜Ｂ形＞

CL

(注)１．中詰めコンクリート補強筋は、次による。

　　　　・杭径300φ以下  ……4-D13

　　　　　〃350～400φ  ……6-D13

　　　　　〃450～600φ  ……8-D13

　　　　　　・帯筋   …………D10-＠100

　　２．中詰めコンクリート補強筋は、フックを付けない。

杭径

15ｄ

   1.5倍

杭径の

基礎筋

中詰めコンクリート補強筋

D13－300＠縦横

1
00

L1

杭径

D13-＠200縦横

底盤補強筋

基礎筋

中詰めコンクリート

杭径

D13－300＠縦横

L2

L2

18

21

24、27

30、33、36

21

24、27

30、33、36

表示記号

鉄筋径

（１）鉄筋の表示記号

135゜

 90゜

 90゜

使 用 箇 所

90゜ 135゜

幅止め筋

柱、梁の主筋及び杭
基礎のベース筋並びに
D16 以上の鉄筋

あばら筋、帯筋、
スパイラル筋
D13 以下の鉄筋

T形及びL形梁のあばら筋

D16以下 D19～D38

コンクリートの
設計基準強度鉄筋の種類 L1（フックなし）

18
21

24,27
30,33,36

SD295A
SD295B

18
21

24,27
30,33,36

SD345

45d 35d
40d
35d
35d

30d
25d

35d

35d

50d
45d 30d
40d 30d

25d
21

24,27
30,33,36

SD390
50d 35d
45d
40d

35d
30d

L1h（フックあり）
Fc（Ｎ/㎜2)

25d

（注）１．L1、L1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のL1hは、下図に示すようフック部分　を含まない

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする

末端部（柱頭又は柱脚部） 中間部（重ね継手）

（独立基礎の配筋） （連続基礎の配筋）

※L2hを確保できない場合は、1.（５）によることができる。

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

L2

L2h

梁幅

L2

と同径・同間隔
基礎梁あばら筋

D

200＜D

D13-@200

3-D16

3-D16

L2

と同径・同間隔
基礎梁あばら筋

※

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

L2h

梁幅

と同径・同間隔
基礎梁あばら筋

3-D16

3-D16

L2

L2
L2

D

※

Ｂ．基礎接合部の補強の補強配筋

D19～D38

（２）鉄筋の末端部

共通仕様書に準じフックを付ける。

（３）鉄筋の折曲げ形状及び寸法

曲げ

角度

SD 390

SD 345

SD295A，SD295B

折 曲 げ 図

折曲げ内法直径（Ｄ)

180゜
D

D

D

D

D

4d以上

6d
以
上

8d
以

上

4d
以
上

d

d

d

d

d

4d
以

上

3ｄ以上 4ｄ以上 5ｄ以上

135゜

及び

　　　　　余長は４ｄ以上とする

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、

・鉄筋の継手位置は、特記による。

・鉄筋の重ね継手は、次による。

　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（４）鉄筋の継手及び定着

・鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手又は溶接継手とし、適用は特記による。

(1)　柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継ぎ手の長さは、特記による。耐力壁の鉄筋の重ね継手の場合、

 　　特記がなければ、４０ｄ（軽量コンクリートは５０ｄ）と下記の表の重ね継手長さのうち大きい値とする。

(2)　(1)以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。

L1h

・隣り合う継手の位置は、下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

　なお、先組み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。

重
ね

継
手

圧
接

継
手

機
械

式
継

手

フックのあり

の場合

の場合

フックのなし

aa

aa

圧接継手

a a≧400mm

a a≧400mm、かつ、a≧（b+40）㎜

カップラー

b

L1h

L1h

L1h L1ha=0.5L1h a≧0.5L1h

L1

L1

L1 L1a=0.5L1 a≧0.5L1

　　　２．L2、L2h：割裂破壊の恐れのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ
　　　３．L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。
　　　４．L3h：小梁の下端筋のフックあり定着長さ

　　　　　また、中間部での折曲げは行わない。
　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

定着起点

L1、L2又はL3

定着起点

L1h、L2h又はL3h

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

直線定着長さ及びフックあり定着の長さ

(3)　仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、上記表のフックあり定着の長さを確保

　　 できない場合の折曲げ定着の方法は、下図により、(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するもの

　　 とする。

(ⅰ) 全長は、（５）(1)又は（５）(2)の直線定着長さ以上とする。

(ⅱ) 余長は８ｄ以上とする。
(ⅲ) 仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa及びＬbは、下記表に示す長さとする。ただし、

　　 梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３/４倍以上とする。

折曲げ定着の方法

投影定着長さ

　使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

構 造 部 分 の 種 別

床版、耐力壁

以外の壁　　

土に接し

土に接す

る部分　

柱

基礎、擁壁、耐圧床版

最小かぶり厚さ(mm)

煙突等高熱を受ける部分

屋　外

梁

屋　内
仕上げあり

仕上げあり

仕 上 げ な し

仕 上 げ あ り

仕上げなし

仕上げなし

耐力壁

擁壁、耐圧床版

柱、梁、床版、壁

20

30

30

30

30

60

＊60

＊40

ない部分

40

40

(注)１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

　　　　を含まない。

　　　　仕上げ（仕上塗装、塗装等）のものを除く。

　　３．床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリートの厚さ

　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

・柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10㎜を加えた数値を標準とする。

・鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さとする。

下記の値のうち最大のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、特記による。

(1)　柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。

(2)　(1)以外の鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。

L

La

※

※上記表の長さを全長で確保する。

3/4倍以上）
（ただし、柱せいの

余
長

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

L

L1又はL2

Lb

余
長

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

小梁及びスラブの上端筋の

・鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を

　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない

∫

　　　５．フックあり定着の場合は、下記に示すようにフックの部分　を含まない。

0＜D≦200

２．鉄 筋 の か ぶ り 厚 さ 及 び 間 隔

３．基　　　　礎

Ａ．基礎梁主筋の継手及び定着

（１）　一　般　事　項

　　　　できない場合は、柱内に定着する。ただし、やむを得ず梁内に定着する

　　　　場合は、下図による。

柱

L2
梁 梁

梁筋の基礎梁内への定着

　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

(注)１．図示のない事項は６.Ａによる。

　　２．　　　　　　 印は継手及び余長位置を示す。

　　※　L3の数値は、原則として、柱せいの３/４倍以上とする。

（４） 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長

L
2

(余長)継手長さ 15d

L2

La※ 20d(余長) La※継手長さ

La※

L2

L2

L2

L2

La※

L2

L2

La※

La※ ※ La15d(余長)15d(余長)

20d (余長) 20d(余長)

継手長さ

継手長さ

　　　 ただし耐圧スラブが付く場合は（４）による。

15d(余長)La※ ※ La

L2

L2

La※

余
長

余
長

L2

L2

La※

余
長

余
長

継手長さ

継手長さ
≧100

（２）　独立基礎で基礎梁に床版がつかないの場合の主筋の継手、定着及び余長

（３）　独立基礎で基礎梁に床版が付くの場合の主筋の継手、定着及び余長

余
長

余
長

　o

　o/4 　o/2 　o/4

　o

　o/4　o/2　o/4

　o

　o/4 　o/2 　o/4

余
長余
長

余
長

余
長

余
長

（Ⅰ）　梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことが

（Ⅱ）　梁筋を柱内に定着する場合は、６.Ａによる

４．基　礎　梁　

１．鉄筋工事共通事項

鉄筋コンクリート構造配筋基準図　［１］

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

長野県松本市白板2-3-40

鉄筋コンクリート構造配筋基準図　［１］ S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

－ 002

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度



継
手

記
号

寸　法　及　び　サ　イ　ズ

開　　先　　形　　状
ガスシ－ルド

板厚ｔ 開先寸法 アーク手溶接
半自動溶接

Ｇ ６ ６

ｒ
ｔ≧６ Ｒ ２ ２

イ
ｒ ４５° ４５°

R

ｔ

Ｇ ９ ９

突
　
　
合
　
　
せ
　
　
継
　
　
手

Ｒ ２ｔ≧１２ ２ ｔ≧１６
G

ｒ ３５° ３５°

ｒ

Ｇ ０ ０

R

ｔ＝６ Ｒ ２ ３

ｔ

～２０
ｒ ４５° ５５°

Gロ

t
/
4

t

ｔ≧６ Ｇ ｔ／２ ｔ／３

G t
/
4

ｒ

０ ０Ｇ

ハ Rt ｔ≧６ ２ ２～３Ｒ

G ６０° ６０°ｒ

Ｇ ６ ６

Ｔ
　
　
継
　
　
手

ｒ
ｔ≧６ Ｒ ２ ２

ニ
ｒ ４５° ４５°

t

Ｇ ９９

R

ｔ≧１２ Ｒ ｔ≧１６ ２２

t G ｒ ３５°３５°

Ｇ ６ ６

角
　
　
継
　
　
手

ｔ≧６ Ｒ ２ ２ｒ

ｒ ４５° ４５°

ホ t

９Ｇ ９R

ｔ≧１２ ｔ≧１６ ２Ｒ ２

t G ３５°ｒ ３５°

隅　肉　溶　接 補　強　隅　肉 柱　現　場　溶　接

s t1 s

10 ≧ｈ≧ t/4
2 FB

r

s

ht e h G

t t t
ht1 6 9 12 16 19

s 6 8 10 13 15 t
e 1.6 1.8 2.0 2.3 2.5

裏　　当　　金 エ　ン　ド　タ　ブ

t t

a a

2525

t

40以上

a

25

t＞ 16　　 a≧ 6

溶　接　記　号

Ⅰ 形 隅 肉 溶 接 現 　場 　溶 　接

グ
 
ル
 Ｉ
 
ブ
 
溶
 
接

Ｖ 形 , Ｘ 形 プラグ , スロット溶接 全 　周 　溶 　接

レ 形 , Ｋ 形 ビ－ト、肉盛溶接 現 場 全 周 溶 接

スポット , 溶接部の仕上げ方法Ｊ 形 プロジェクション溶接

C（ﾁｯﾋﾟﾝｸﾞ）G（研削）M（切削）Ｕ 形 , Ｈ 形 シ ー ム 溶 接

完全溶込み溶接のフレアＶ形 Ｎ ノンスカラップ工法フレアＸ形

フレアレ形
フレアＫ形

Ａ－４　形鋼のゲージ　　

４．溶接接合の形状

Ａ　記　　事

Ｂ．略　　語

●　設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

●　本標準図における単位はすべてmmとする。

●　特記事項、項目等は●印のものを使用する。

ＢＰ－ベースプレートＬ ＡＢＴ－アンカーボルト ＧＰ－ガセットプレートＬ

ＨＴＢ－高力ボルト ＦＢ－フラットバー ＣＰ－カバープレートＬ

ＦＰ－フランジプレートＬ ＷＰ－ウェブプレートＬ

Ｔ・Ｂ－ターンバックル ＣＨＰ－チェッカープレート

●  ＪＳＳ  Ⅱ０９     構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット

　　　　　　　　　　　　　 ボルトＳ10Ｔ, ナットＦ10，座金Ｆ35

締め付け長さ
ＨＴＢ

に加える長さ
締め付け長さ

首下寸法 Ｍ － 16 25以上

座金厚さ（ボルト長さ）

Ｍ － 20 30以上
ナット高さ

ネジ山３以上 Ｍ － 22 35以上
（余長）

○  トルクコントロールボルトの場合はメーカー規格による。 Ｍ － 24 40以上

●  ＨＴＢは全てセットで使用し、スベリ係数は0.45とする。

Ａ．ボルト接合

Ａ－１　表示記号

ウ ェ ブ 高 さ Ｈ フ ラ ン ジ ボ ル ト ｎｆ

Ｈ
 
形
 
鋼

フ ラ ン ジ 幅 Ｂ ウ ェ ブ ボ ル ト ｎｗ

ボ
 
ル
 
ト

フ ラ ン ジ 厚 t2 縁 端 距 離 ｅ1

ウ ェ ブ 厚 t1 ピ     ッ     チ ｐ

フランジ外側添板 ＳＰ－１Ｌ ゲ     ー     ジ ｇ

添
 
板

フランジ内側添板 ＳＰ－２Ｌ 千 鳥 打 ち 間 隔 ｂ

ウ ェ ブ 添 板 ＳＰ－３Ｌ ク リ ヤ ラ ン ス ｃ

Ａ－２　縁端距離及びピッチ

12 16 20 22 24軸　径    ｄ

標準 50 60 70 80 90ピツチ
ｐ ｐ ｅ1

ｐ 最小 30 40 50 55 60

ｅ1 30 35 40 40 45

ｐ

Ａ－３　千鳥打ちのゲージとピツチ

ｂ

軸　　　径
ｇｇ 16 20 22

P=48 P=60 P=66

35 33 49 56

ｐ ｂ ｂ 40 27 45 53

45 17 40 48

50 33 43

55 25 37

60 26

65 12

Ｌ

２．高 力 ボ ル ト

３．継          手

BBB
g2 g1 g2 g3g1g2

g1A
A

g1 g2 g1 g2 g3最大軸径 最大軸径 最大軸径A or B B B

**100 60 16 40 24 1240 22 10

125 75 16 **50 30 1645 25 12

150 90 22 65 35 20**50 30 16

175 105 22 70 40 2060 35 16

200 120 24 75 40 2265 35 20

250 150 24 80 45 2270 40 20

*300 150 40 24 90 50 2475 40 22

100 55 24350 140 70 2480 45 22

400 140 90 2490 50 24

100 55 24

125 50 35 24

*　Ｂ＝300は千鳥打ちとする。40130 50 24

** 印の欄のｇ及び最大軸径の値は強度上支障がないとき最小150 55 55 24
 　縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

175 60 70 24

200 60 90 24

Ｂ．大     梁

L1クリアランス Ｃ=5
nf/2e1 p e1c

Ｂ g1a1

a1
フランジ巾

e1e1e1c
nW100 ～ 150 t3 t2

シリーズ e1

a3Ｈ a3p t4 t4

e1

L2

t1
L1

nf/2e1 p p e1c

Ｂ g1a1

a1フランジ巾 e1 e1c
nW

175 ～ 250 t3 t2

t3シリーズ
a2e1

p a3Ｈ a3
p t4 t4
e1

L2
t1

L1

nf/2e1 2b 2b e1c

g2
Ｂ a1g1

g2

a1フランジ巾 e1 e1c
nW300

t3 t2t3シリーズ e1 a2
p

Ｈ a3 a3p
t4 t4p

e1

L2 t1

ＳＰＬ フィラープレート

・　フィラープレート

１mm以上ＦＰ、ＷＰ面で段差が１mmをこえるＬ Ｌ

場合はフィラープレートを入れる。

Ｃ．小     梁

クリアランス Ｃ=10

c e1e1

e1

p

e1

ＧＰＬ

Ａタイプ（ピン接合）

Ｃタイプ（剛接合）

e1e1c

e1

p

e1

小梁ＷＰと同厚以上

 10 以上

Ｂタイプ（ピン接合）

Ｌ

１．共  通  事  項

鋼構造建築物標準図　［１］

鋼構造建築物標準図　［１］
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鋼構造建築物標準図［２］

dldl

h=150以上

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

dldl

Ｎ

Ｎ Ｎ

Ｎ

ａ

エンドタブ

ａ≧40mm

梁ＦＰ

かつ柱板厚以上

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ Ｎ

5～ 10mm 5～ 10mm 5～ 10mm5～ 10mm

裏当て金組立て溶接を施す部位：

隅肉溶接 S=4～6mm、 1ﾊﾟｽ長さ=40～ 60mm程度とする

分割形裏当て金：ｺｰﾅｰ部の形状に合わせる

分割形裏当て金

Ｌの 2ｻｲｽﾞUP以上

Ｌ通しＰ

Ｌ補強Ｐ
（梁ウェブ厚以上）

通しＰＬ

内ダイヤフラムＰＬ

通しプレート形ダイヤフラム

エンドタブ：裏当て金に取り付ける

分割形裏当て金

ａ ａ

断面ａ ａ

7 35 ﾟe

t
d

t
f

7

35 ﾟ

t
f

R=15 4
0
*

e-10

12*

0～ 2

2
td-tf+2

加工形状

５－２．ノンスカラップの場合

通しダイヤフラム形式

注：dl=25mm とする。ただし、柱の板厚が 28mm 以上の場合は dl=30mm とする。

ｏｒ

ｏｒ

ｏｒ

ｏｒ

ｏｒ

梁ＦＰＬ

dl

dl dl

1

≧3 折曲げ規定

勾配が1/3をこえる場合

補強プレートを入れる。

設計図書による

設計図書による

ＬＣＰ

柱Ｈ形鋼の場合

ｏｒ

ｏｒ

ｏｒ

柱鋼板厚と同厚以上

裏当て

dldl

ＬＷＰ

通しＰ

通しＰ

ｃ ｃ

柱角形鋼管の場合

ＨＴＢ継手

ｏｒ

柱現場継手位置

Ｃ

スチフナ－

梁
現

場
継

手
位

置

柱  通  し

梁 通 し

雑 仕 様

かつ柱板厚以上

左右の梁せいが異なる場合

通しダイヤフラム形式

ａ

角
部

ａ≧角部 +40mm

角部 =R+0.5t

t:柱の板厚

エンドタブ

150 以上 150 以上

梁ＦＰ

かつ柱板厚以上

1,000前後

1,500前後

r2r1 r2r1r1:35mm程度

r2:10mm程度
5～ 10mm 5～ 10mm 5～ 10mm5～ 10mm

エンドタブ：裏当て金に取り付ける

通し形裏当て金

裏当て金組立て溶接を施す部位：

隅肉溶接 S=4～ 6mm、 1ﾊﾟｽ長さ=40～ 60mm程度とする

通し形裏当て金

かつ柱板厚以上

梁ＦＰ

かつ柱板厚以上

ｽｶﾗｯﾌﾟ形状

裏当て

多層ダイヤフラム

梁ＦＰ

梁ＦＰＬの 2ｻｲｽﾞUP以上 Ｌの 2ｻｲｽﾞUP以上

Ｌの 2ｻｲｽﾞUP以上

Ｌ

Ｌ

Ｌの 2ｻｲｽﾞUP以上

スカラップ

補強ＰＬ

ｂ ｂ

通しプレート形ダイヤフラム

内ダイヤフラムＰＬ

直交梁用水平スチフナー

内ダイヤフラムＰＬ

柱ＦＰＬと同厚以上

スカラップ

梁ＦＰＬ 通しＰＬ

断面ｃ ｃ

５－１．改良スカラップの場合

鋼構造建築物標準図［２］

ｂ ｂ

ｏｒ

通しＰ

断面

d
l

Ｌ（梁ウェブ厚以上）

裏当金形状

ダイヤフラム勾配

と同様とする

高力ボルト

ｐ

継 手  板

許容耐力(t)

支持床数 ６

９ １２ １６ １９ ２２

６ ９ １２ １６ １６

８０ ８０ ８０ ８０ ８０

６０ ６０ ６０ ６０ ６０

５０ ６０ ６０ ６０ ６０

１２０ １２０ １２０ １２０ １２０

２００ ２１０ ２１０ ２１０ ２１０

２７０ ２８０ ２８０ ２８０ ２８０

５４０ ５６０ ５６０ ５６０ ５６０

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０

９.６ １９.４ ２５.９ ３０.７ ３５.５

３ ９ １２ １４

ｅ1

ｅ2

ｅ 3

L1

L2

L3

ブラケット厚

表  ブラケット･継手板標準寸法

採　用

150 100

505050

150

1
0 3

7
0

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐ

ブラケット 継手板

50

150

7
0

7
0

角パイプ

θ
Ｇ≧６

Ｒ＝２

θ≧４５°

100

ｅ
1

ｅ
2

ｅ
3

ｐ
ｅ

2

L
1

L
2

L
2

L
2

R

t

G

t

ｒ

L
3
＝

2
L
2

ｅ
1

裏当金

ＦＢ－４.５×２５

裏当金

ｐ
ｐ

ｅ
1

ｅ
1

仮止め用ブラケット

柱現場継手

内面合わせ

内面合わせ
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フック付きとする
d

まんじゅう径２００程度

後詰めモルタル

全てＷナットとする

Ｌ

ｏｒ

ＢＰ

Ｗ3 Ｗ4

モルタル

補強座金

座金

ベースプレート

の穴補正のため

切断された部分

アンカーボルトの施工に誤差がある場合

Ａタイプ（後詰め工法） Ｂタイプ（全面塗り仕上げ工法）

3030 余長はネジ山３以上

Ｗ1

ＡＢＴ

Ｄ１６を切断し天端をそろえる

ベースプレート

（ＳＳ４００）

●コンクリート表面のレイタンス等を取

　り除いた後、調合（容積比）セメント

　１：砂１の堅練りモルタルを平に塗り

　仕上げる。

○モルタルを後詰めする場合は空隙の出

　来ないように充填する。

○アンカーフレームを使用する場合は設

　計図書による。

3
0
d
≦

ボルト列線

ブレース軸部

ボルト列線

ボ
ル
ト
列
線

溶接（２辺以上）

筋違材

ベースプレート柱

補強プレート

補強プレート

ガセットプレート

補強プレート

ガセットプレート

ブ レ ー ス Ｈ Ｔ Ｂ ｐ ｇ ｅ1 ｅ2 L

Ｌ－５０ｘ５０ｘ４

Ｌ－５０ｘ５０ｘ６

Ｌ－６５ｘ６５ｘ６

Ｌ－７５ｘ７５ｘ６

Ｌ－７５ｘ７５ｘ９

Ｌ－９０ｘ９０ｘ７

Ｌ－９０ｘ９０ｘ１０

６

６

６

６

９

９

９

５－Ｍ１２

５－Ｍ１２

５－Ｍ１６

５－Ｍ１６

４－Ｍ２０

５－Ｍ２０

５０

５０

６０

６０

７０

７０

７０

２８

２８

３５

４０

４０

５０

５０

４０

５０

５０

３０

３０

４０

５０

２２

２２

３０

３５

３５

４０

４０

２６０

２６０

３２０

３２０

３８０

３１０

３１０

Ｂ 　山 形 鋼

Ｃ 　山 形 鋼

（シングル）

Ｄ 　軸組筋違の標準接合

Ｄ－１　ガセットプレ－トの取付

Ｄ－２　根巻柱脚 Ｄ－３　柱頭部補強

補強プレート

軸部重心線

ｇ

ｅ

2 ｅ

1

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｅ

1

ｇ

ｅ

2 ｅ

1

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｅ

1

軸
部
重
心
線

軸部重心線

ｔ

ｇ ｅ2

（ダブル）

ボルト列線

ブレース軸部

ボルト列線

ボ
ル
ト
列
線

ブ レ ー ス Ｈ Ｔ Ｂ ｐ ｇ ｅ1 ｅ2 L

５－Ｍ１２

５－Ｍ１２

５－Ｍ１６

５－Ｍ２０

４－Ｍ２０

５－Ｍ２０

５０

５０

６０

７０

７０

７０

２８

２８

３５

４０

４０

５０

５０

４０

５０

５０

３０

３０

４０

５０

２２

２２

３０

３５

３５

４０

４０

２６０

２６０

３２０

３１０

軸部重心線

ｇ

ｅ

2 ｅ

1

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｅ

1

ｇ

ｅ

2 ｅ

1

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｅ

1

軸
部
重
心
線

軸部重心線

ｔ

ｇ ｅ2

２Ｌｓ－５０ｘ５０ｘ４

２Ｌｓ－５０ｘ５０ｘ６

２Ｌｓ－６５ｘ６５ｘ６

２Ｌｓ－９０ｘ９０ｘ７

２Ｌｓ－９０ｘ９０ｘ１０

２Ｌｓ－１００ｘ１００ｘ７

２Ｌｓ－１００ｘ１００ｘ１０

１２

１２

１２

１２

１２

１２

４－Ｍ２０

５－Ｍ２０

３８０

３８０

７０ ５０５５ ４５ ３１０

７０ ５０５５ ４５ ３８０

L

L

L

L

ガセットプレート

ガセットプレート

隅肉溶接

隅肉溶接

採用

採用

ＧＰＬ

ＧＰＬ

６

６

６

２Ｌｓ－７５ｘ７５ｘ１２

　重心線と軸線の交点とがずれる場合は

あて板（鉄板） あて板（非金属）

スラブ端部の補足材 補足受材

50 30

　偏心による付加作用力を考慮しなけれ

Ｄ－４　軸線の交点が梁以内にある場合

ｅ

ｅ ｅ

ｅ ｅ

ｅ ｅ

50

50

Ｐ－６Ｌ

５０－２００

５－４００

５０－４００

Ｐ－５０ｘ９Ｌ

５－４００

Ｐ－６Ｌ
50

５－４００

Ｌ

Ｌ－５０ｘ５０ｘ６　≦６００

Ｌ形鋼　Ｌ－６５ｘ６５ｘ６

　内である場合は、この限りではない。

　ばならない。ただし偏心量が梁せい内

梁上切断の場合

梁上通しの場合 既成品面戸（鉄板） 折曲加工

Ａ 　 梁 貫 通 補 強

Ｂ　受梁へのかかり寸法及び端部処理

２ＬＳ－７５ｘ７５ｘ９ ５－Ｍ２０ ７０ ３８０

3
0
～

5
0

５－Ｍ１６

3
0
0

3
0
～

5
0

Ｂ　柱脚を固定とする場合

アンカーボルト及びベースプレート

で、柱脚を固定として設計する場合。

ＢＰ下端Ｌ

フープＤ１３

定着長４０ｄ以上

４－Ｄ１６以上（算定外）

埋 込 柱 脚 根 巻 柱 脚

地中梁上端筋

地中梁下端筋

3
0
～

5
0

計
算

上
必

要
な

長
さ

3
0
～

5
0

計
算

上
必

要
な

長
さ

２
Ｄ

以
上

を
目

安
と

す
る

。

フープ Ｄ１３

１２５程度

ＢＰ下端Ｌ

４－Ｄ１６以上（算定外）

１２５程度

定着長４０ｄ以上

ＢＰ下端Ｌ

Ｄ

鉄筋コンクリート柱として設計する。

一
般

に
主

筋
の

４
０

ｄ
以

上
か

つ

主筋はＤ１６以上とする。

Ｄ：鉄骨柱せい

　Ａ　フルブレース

ｗ

g
b

ｅ Ｎ

Ｂ

ｗ

g
b

ＧＰ

ｅ

Ｂ

ＮＰ

羽子板Ｐ 羽子板ＰＬ Ｌ

ｋ

Ｌ

ｋ

ＧＰＬ

Ｍ２０:　７
Ｍ１６:　５

部 材 種 別 Ｈ Ｔ Ｂ

Ｍ１４ １－Ｍ１６

１－Ｍ１６Ｍ１６

Ｍ１８

Ｍ２０

Ｍ２２

１－Ｍ２０

１－Ｍ２０

採用 Ｎ ｗ

５０

５５

６０

７５

８５

Ｍ２４ ２－Ｍ２０ ８５

７０

６５

８０

８０

９０

８５

１－Ｍ２２

６

７

８

８

９

１０

ＧＰＬ

９

９

９

６

１２

８５

８５

８５

７５

７０

１００

ｇｂ Ｌ羽子板Ｐ

６×５２×１５５

６×５２×１７０

９×６７×１９０

９×６７×２０５

９×７７×２３０

９×７７×２８０

４０

４５

５０

５０

５５

ｅ・Ｐ

５０･６０

ｋ(ﾋﾞｰﾄﾞ幅)

９

７．各種筋違と標準接合

８ ． そ の 他

Ａ．柱 脚 ピ ン

・梁端部（スパンのL／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける。

・ａ≧１５０

ｄ
ａ

ａ

5
0

5
0

補強プレート厚：梁ウェブプレート厚以上（片面補強）

２ｄ

プレート補強

・ｄ≦０.３ｘＤ

・スリーブピッチは３φとする。

６．柱　　脚

鋼構造建築物標準図　［３］

鋼構造建築物標準図　［３］

Ｐ－１.６
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ベースパックＮＴ柱脚工法設計施工標準図(1)

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

□-150×150 ～ □-300×300 用

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(e
)

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約３
０ｍ

ｍ

1

3

1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

2021年4月作成

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法
構成部材

柱脚の定着方法概要

ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト）

Mナット

定着座金

形状・材質 配筋

基礎立上がり

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

ベースパック柱脚工法　標準図
設計

施工

4

1

5

9

3

7

8

6

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

F値295N/mm 以下

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

a2

d

注入口

t

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

アンカーボルト

a1

a2

45

42

42

35 45 18 37

注入座金

c

ボルト孔

フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710 ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ｜

｜｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞
(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なしCO ガスシールドアーク溶接

40≦t≦50

50 ℃

予熱なし

32≦t＜40

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

SD295(D13,D16)

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

●形状角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

50x

50

J
30

以
上

90
h寸

法

W
50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

a

t

d

l1
l2

l3
l2

l1

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2
d

a

l1 l2 l3 l2 l1

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

50 50W65

50
50

W
65

50 50W

50
50

W

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

150以上

30
90
以

上

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm
g2

g1

t

t

9

g2

168

173

178113

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

iii) 特Cタイプ

50 50W

50
50

W

76

76

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

特C 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

２ベースパック　型

２

2 2

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ

2 2

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

２

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

低水素系被覆アーク溶接

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース
パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。
●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

普通コンクリートとし、設計基準強度

2
●

１．１

１．２

３．１

３．３

３．４
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レベルモルタル
（ベースパックグラウト）

レベルモルタル
（ベースパックグラウト）

（Mアンカーボルト） （Dアンカーボルト）

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

F値235N/mm　     φ190～φ812 用

●本標準図は1/2～2/2で構成されている。ベースパック柱脚工法　標準図
設計

施工 ２
１ベースパック

円形鋼管用
円形鋼管

F値325N/mm 以下　φ190～φ812 用

構成部材

円形鋼管 円形鋼管

3 2

6

1

3

9

10

12

7

11

12

7

11

5 4

2

6

1

3

9

10

8 3

1
4

5

1

8

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

7 定着座金

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト

柱脚の定着方法概要

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

形状（ハ）

a

t

d

形状（ニ）

C100

a a

a

t

d

C100
l1 l2 l3 l2 l1

l1
l2

l3
l2

l1

l1 l1l2 l3 l2l3

l1
l1

l2
l3

l2
l3

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2

形状（イ）

d

●Mアンカーボルト

i) アンカーフレーム Aタイプ の場合

アンカーボルト

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

iii) アンカーフレーム Cタイプ・Dタイプ の場合
L

b
呼び

D38

L

D41

D51

850

900

1110

D41H 995

AB

(e
)

M30

呼び A B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

D38

D41

D38

D41

24

45

48

30

32

46

65

70

65

70

53

75

80

75

80

M45 36 70 81

M33 26 50 58

M36 29 55 64

D51 60 80 92

D51 40 80 92

Mナット・Dナット

注入座金

c

a
t

PD38

記号 a

PD41 46

43

127100

96 122

20

20D38

D41,D41H

d

注入口
ボルト孔

記号

M33 35 110

適用
a1

18 34

a2

d

注入口

t

M30PM30

PM33

3110132 18

アンカーボルト

a1

a2

45

42

c

ボルト孔

PD51 58140 20D51 110

i) Mアンカーボルト用

bh bh

bh
bh

W

W

フレームベース

bh bh

bh
bh

W

W

c t d

c t d

形状・材質 配筋

●コンクリ－ト

●鉄筋

10D以上

90
以

上
30

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

●基礎立上がり高さは5０mm以下とする。基礎立上がり

Ｄ

Ｄ

立上り筋

フープ筋

（Mアンカーボルト4本）

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

J
30

以
上

90
h寸

法

bhzx

W

J
30

以
上

90
h寸

法

bhzx

W

J
30

以
上

90
h寸

法

bhzx

W

J
30

以
上

90
h寸

法
zx

W

bh

J
30

以
上

90
h寸

法

bhzx

W

< Aタイプ >

（Dアンカーボルト4本）

< Dタイプ >

（Mアンカーボルト8本）

< Cタイプ >

（Dアンカーボルト8本）

< Cタイプ >

（Dアンカーボルト12本）

< Cタイプ >

ベースプレート

55

g dt

9 31

g

g

材質

t

d

70 37

M30

D41,D41H 12
SS490

定着座金

適用
アンカーボルト

65 12 37D38

85 12 46

60 9 34M33 SS400

適用
アンカーボルト

ii) Dアンカーボルト用

●Dアンカーボルト

i) Aタイプ・Cタイプ

ii) Dタイプ

１．工法概要

２．柱

３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型

５．工場製作（溶接）

235

STK490

STK400

鋼種 採用F値(N/mm  )

325

STKN400

STKN490

BT-HT440B-SP 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)２

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm 単位 mm

単位 mm

D51,D51H

D51H 1215

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示す

予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト
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溶接
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ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7
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(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

面取り d

端部ねじd

M33

M36

M45

M36

M45

46

49

57

49

57

b
76

76

TMCP325B 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

32≦t＜40

板厚(mm)
溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

40≦t≦50

SN490B
CO ガスシールドアーク溶接 BT-HT440B-SP

鋼種

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

50＜t≦75

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

SN490B

BT-HT440B-SP

TMCP325B

TMCP325B

50 ℃

予熱なし

形状は正方形とし、寸法は「標準図
●形状

2/2」表に記載の値とする。

2021年4月作成

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

基準強度(N/mm )

390

390

490

390

490

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

呼び L b X

45

M33 720

M30 695D32

D35

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

X

45

45

L

45

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

異形部
呼び名

注1) 注1) 基準強度
(N/mm )

490

490 490

基準強度
(N/mm )

490

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

　配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

梁主筋

配筋仕様は「標準図2/2」の

表による。

　表に記載の値とする。

□  「標準図2/2」表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  「標準図2/2」表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

(注)アンカーボルト12本の場合はつなぎプレートが取り付く。

2

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。
２

２

２

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は「円形鋼管用ベースパック柱脚工法設計施工標準図2/2」(以下「標準図2/2」と記す)の

2

22

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

「標準図2/2」表に記載の値とする。

普通コンクリートとし、設計基準強度は

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

１．１

１．２

３．１

３．２

３．３ ３．４

３．５ ３．６

３．７

４．１ ４．２

SD345(D19,D22,D25)
SD295(D13,D16)

４．３

４．４

長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

－

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

007ベースパック柱脚工法設計施工標準図(2)

●

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度



V3

558-36V2

V2

種別

用
5
3
2
値
F
材
柱

以
5
2
3
値
F
材
柱

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

F値235N/mm　     φ190～φ812 用

●本標準図は1/2～2/2で構成されている。ベースパック柱脚工法　標準図 ２
２ベースパック

円形鋼管用
円形鋼管

F値325N/mm 以下　φ190～φ812 用

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

609-22V2

216-13V2

216-16V2

267-13V2

267-16V2

318-13V2

318-16V2

318-25V2

355-13V2

355-16V2

355-22V2

406-13V2

406-19V2

406-22V2

406-25V2

457-13V2

457-19V2

457-25V2

457-36V2

508-14V2

508-22V2

508-32V2

508-40V2

558-16V2

558-28V2

609-28V2

609-36V2

660-28V2

711-28V2

762-25V2

812-22V2

216-10V3

216-13V3

267-09V3

267-13V3

318-09V3

318-13V3

318-19V3

355-10V3

355-13V3

355-16V3

406-10V3

406-13V3

406-16V3

406-19V3

457-10V3

457-13V3

457-19V3

457-28V3

508-10V3

508-16V3

508-22V3

508-32V3

558-13V3

558-22V3

558-28V3

609-16V3

609-22V3

609-25V3

660-22V3

711-22V3

762-19V3

812-19V3

φ350.0,φ355.6

φ190.7,φ216.3

φ190.7,φ216.3

φ267.4

φ267.4

φ300.0,φ318.5

φ300.0,φ318.5

φ300.0,φ318.5

φ350.0,φ355.6

φ350.0,φ355.6

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ550.0,φ558.8

φ550.0,φ558.8

φ550.0,φ558.8

φ600.0,φ609.6

φ600.0,φ609.6

φ600.0,φ609.6

φ650.0,φ660.4

φ700.0,φ711.2

φ750.0,φ762.0

φ800.0,φ812.8

φ216.3

φ267.4

φ267.4

φ300.0,φ318.5

φ300.0,φ318.5

φ300.0,φ318.5

φ350.0,φ355.6

φ350.0,φ355.6

φ350.0,φ355.6

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ550.0,φ558.8

φ550.0,φ558.8

φ550.0,φ558.8

φ600.0,φ609.6

φ600.0,φ609.6

φ600.0,φ609.6

φ650.0,φ660.4

φ700.0,φ711.2

φ750.0,φ762.0

φ800.0,φ812.8

t≦25.0

t≦12.7

t≦16.0

t≦12.7

t≦16.0

t≦12.7

t≦16.0

t≦25.0

t≦12.7

t≦16.0

t≦22.0

t≦12.7

t≦19.0

t≦22.0

t≦12.7

t≦19.0

t≦25.0

t≦36.0

t≦14.0

t≦22.0

t≦32.0

t≦40.0

t≦16.0

t≦28.0

t≦36.0

t≦22.0

t≦28.0

t≦36.0

t≦28.0

t≦28.0

t≦25.0

t≦22.0

t≦12.7

t≦9.3

t≦12.7

t≦9.0

t≦12.7

t≦19.0

t≦9.5

t≦12.7

t≦16.0

t≦9.5

t≦12.7

t≦16.0

t≦19.0

t≦9.5

t≦12.7

t≦19.0

t≦28.0

t≦9.5

t≦16.0

t≦22.0

t≦32.0

t≦12.7

t≦22.0

t≦28.0

t≦16.0

t≦22.0

t≦25.0

t≦22.0

t≦22.0

t≦19.0

t≦19.0

SN490B

BT-HT440B-SP

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B,TMCP325B

SN490B,TMCP325B

SN490B

SN490B

SN490B,TMCP325B

SN490B

SN490B,TMCP325B

SN490B,TMCP325B

SN490B

SN490B,TMCP325B

SN490B,TMCP325B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

TMCP325B

TMCP325B

SN490B

SN490B

TMCP325B

SN490B

TMCP325B

TMCP325B

SN490B

TMCP325B

TMCP325B

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

350

350

400

420

460

460

530

540

540

560

600

600

600

610

610

630

740

740

700

700

810

830

710

850

870

820

910

910

970

1030

1070

1150

350

350

400

420

460

460

530

540

540

560

600

600

600

610

610

630

740

740

700

700

810

830

710

850

870

820

910

910

970

1030

1070

1150

55

55

55

65

65

65

65

55

55

65

65

65

65

70

55

65

65

65

65

65

65

75

65

65

75

80

75

75

75

75

75

75

55

55

55

65

65

65

65

55

55

65

65

65

65

70

55

65

65

65

65

65

65

75

65

65

75

80

75

75

75

75

75

75

240

240

290

290

330

330

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

120

120

85

85

135

135

85

135

135

110

155

155

160

175

185

200

240

240

290

290

330

330

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

120

120

85

85

135

135

85

135

135

110

155

155

160

175

185

200

225

225

250

265

275

300

440

225

225

410

205

205

400

400

185

185

330

330

300

300

300

300

260

260

260

230

-

225

225

250

265

275

300

440

225

225

410

205

205

400

400

185

185

330

330

300

300

300

300

260

260

260

230

-

-

-

-

-

-

φ45

φ50

φ50

φ60

φ60

φ65

φ60

φ45

φ50

φ60

φ45

φ60

φ65

φ65

φ50

φ65

φ60

φ65

φ60

φ65

φ65

φ75

φ65

φ65

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ45

φ50

φ50

φ60

φ60

φ65

φ60

φ45

φ50

φ60

φ45

φ60

φ65

φ65

φ50

φ65

φ60

φ65

φ60

φ65

φ65

φ75

φ65

φ65

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

12-D41H

4-M30

4-M33

4-M33

4-D38

4-D38

4-D41

8-D38

8-M30

8-M33

8-D38

8-M30

8-D38

8-D41

8-D41H

8-M33

8-D41

12-D38

8-D38

8-D41H

12-D41H

12-D51

8-D41H

12-D41H

12-D51

8-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D41H

4-M30

4-M33

4-M33

4-D38

4-D38

4-D41

8-D38

8-M30

8-M33

8-D38

8-M30

8-D38

8-D41

8-D41H

8-M33

8-D41

12-D38

8-D38

8-D41H

12-D41H

12-D51

8-D41H

12-D41H

12-D51

8-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

490

490

490

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

540

720

800

930

980

920

1000

1050

900

1050

1100

1000

1100

1150

1150

1250

1270

1350

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

16-D19

16-D19

20-D19

16-D19

16-D19

20-D19

20-D19

20-D19

20-D22

20-D22

24-D22

20-D19

24-D22

24-D22

28-D22

20-D22

24-D22

28-D22

24-D22

28-D22

24-D25

28-D22

28-D25

28-D25

32-D25

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

16-D19

16-D19

20-D19

16-D19

16-D19

20-D19

20-D19

20-D19

20-D22

20-D22

24-D22

20-D19

24-D22

24-D22

28-D22

20-D22

24-D22

28-D22

24-D22

28-D22

24-D25

28-D22

28-D25

28-D25

32-D25

採用 ベースパック
記号 外径(mm) 板厚(mm)

柱

材質 形状
寸法(mm)

ベースプレート アンカーボルト

本数-呼びa l1 l2 l3 d

寸法(mm)

D 立上り筋 フープ筋

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

配筋

コンクリート柱型

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

フレームベース

寸法(mm)

W

290

290

340

324

364

364

280

310

310

310

350

350

350

350

380

380

420

420

450

450

460

470

460

500

510

500

510

510

560

590

610

660

フレームポスト間

寸法(mm)

x

190

190

240

184

224

224

150

210

210

180

250

220

220

220

280

250

290

290

320

320

330

340

330

370

380

370

380

380

430

460

480

530

(mm)

600

600

600

800

800

800

800

600

650

800

600

800

800

850

650

800

800

850

800

850

850

950

850

850

950

950

950

950

950

950

950

950

(mm)

J寸法

135

135

135

180

180

190

180

135

135

180

135

180

190

200

135

190

180

200

180

200

200

230

200

200

230

230

230

230

230

230

230

230

540

590

580

610

610

690

700

710

750

760

760

790

800

860

540

720

800

930

980

920

1000

1050

900

1050

1100

1000

1100

1150

1150

1250

1270

1350

540

590

580

610

610

690

700

710

750

760

760

790

800

860

290

290

340

324

364

364

280

310

310

310

350

350

350

350

380

380

420

420

450

450

460

470

460

500

510

500

510

510

560

590

610

660

190

190

240

184

224

224

150

210

210

180

250

220

220

220

280

250

290

290

320

320

330

340

330

370

380

370

380

380

430

460

480

530

600

600

600

800

800

800

800

600

650

800

600

800

800

850

650

800

800

850

800

850

850

950

850

850

950

950

950

950

950

950

950

950

135

135

135

180

180

190

180

135

135

180

135

180

190

200

135

190

180

200

180

200

200

230

200

200

230

230

230

230

230

230

230

230

36

36

36

40

40

50

50

36

40

50

40

50

50

44

40

50

48

60

50

52

60

65

48

60

65

52

60

65

65

65

65

65

36

36

36

40

40

50

50

36

40

50

40

50

50

44

40

50

48

60

50

52

60

65

48
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●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

基礎工事

アンカーボルト据付け

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

ダブルナットを標準とする。

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

６．工事場施工

７．本工法の施工及び施工管理
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C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

下
用

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

ベースパックグラウト

約３
０ｍ

ｍ

注入座金
Dナット

Dナット(S)

B.PL

A.Bt

２/３　程度

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

配筋およびコンクリート打設

建方

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。
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Fabluxe (ファブラックス )DS柱はり接合工法設計標準図 009

R R

※

D

D
H

θ 

質量(kg)

【３.はり材の接合条件（水平方向）】

【４.はり材の接合条件（鉛直方向）】

外径 板厚

（１）形状寸法

（２）材質

上部

下部

上部
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パネル

パネル

パネル

パネル

角 形 鋼 管

品番
外径 板厚

柱材 柱材

上階柱

パネル材
パネル材

下階柱

ファブラックスDS柱材 品番

【２.柱材の接合条件】

【１.接合部（柱材とパネル材の接合条件）】
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下
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以
下

上部

下部

パネル

【１.基本事項】

【３.架構の剛性】

【５.二次設計】

（単位：mm）

FabluxeDS（柱取付面）

FabluxeDS（パネル取付面）

FabluxeDS（パネル取付面）

FabluxeDS（柱取付面）

品番
外径 板厚 外径 板厚

上面図

側面図

柱取付面

パネル取付面

側面
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【４.はりの曲げ耐力】

【２.柱およびはりとの接合条件】

FabluxeDSを接合部上部に用いる場合

FabluxeDSに偏心して接合できる柱材

溶接組立箱型断面

＜適用する鋼管品種＞

＜柱材の取付け位置例＞
角形鋼管・溶接組立箱型断面柱

15
mm

以
上

15
mm

以
上

標準値

G：ルート間隔

R：ルート面

θ：開先角度

裏当て金

柱および

はりフランジ

裏当て金
裏当て金

裏当て金

裏当て金

はり

柱

被覆アーク溶接 下向き

下向き

（単位：mm）

FabluxeDSに接合する

上部

下部

パネル

上階柱

長さ（H）外径（D）数量
厚み 厚み

FabluxeDSの接合部溶接詳細 FabluxeDSに接合する柱材および

はりフランジの開先形状

許容差標準値標準値 許容差
溶接方法

許容差

溶接
姿勢

中柱(はり寄せあり) 中柱(はり寄せなし) 側柱(はり寄せあり) 側柱(水平方向はり斜め取付) 隅柱(はり寄せあり)

e.最上階 f.勾配梁d.上階柱絞りc.上下フランジ段差b.下フランジ段差a.上フランジ段差

心合わせ 側寄せ 隅寄せ

FabluxeDSを接合部下部に用いる場合

適用
板厚
T(mm)

ルート間隔
 G(mm)

ルート面
 R(mm)

開先角度
θ（°）

上階柱材
（角形鋼管・円形鋼管）

はり材（H形鋼）

（角形鋼管）
パネル材

下階柱材

（角形鋼管・円形鋼管）

FabluxeDS

【３.FabluxeDSに接合するパネル材】【１.FabluxeDS】

【２.FabluxeDSに接合する柱材】

【４.FabluxeDSに接合するはり材】
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　　MSTL-0332（平成23年9月26日付）

・建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定品
　　　建築構造用柱梁接合部鋼材　FX490D

熱間成形角形鋼管、溶接組立箱形断面、円形鋼管
基準強度(F値)が235N/mm ～325N/mm の冷間成形角形鋼管及び
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上部：柱はり接合部上部に適用できるFabluxeDS

下部：柱はり接合部下部に適用できるFabluxeDS

（３）本工法は、柱及びはりの接合部の構造方法を通しダイアフラム形式として扱うことができる。

（１）本工法の適用範囲のはりフランジとの接合において、はりフランジとFabluxeDSの接合部は保有耐力接合条件を満足している。

（２）本工法はブレース材が取り付く接合部に使用できない。

また、溶接材料はFabluxeDSの基準強度(325N/mm )を満足する溶接材料を使用する。
柱及びはりとFabluxeDSの接合は、柱及びはりフランジとは完全溶け込み溶接によるものとする。

溶接部の検査は、「建築工事標準仕様書　JASS6鉄骨工事」に準拠し、それを満足すること。

FabluxeDSを柱はり接合部に用いた架構の剛性は、柱はりを線材置換し、柱はり接合部を
剛な節点として評価できる。

はりフランジとFabluxeDSに接合した部位のはりウェブは全断面有効とすることができる。ただし、
はりウェブにおいてスカラップ等の欠損断面分は除くこととする。

部材とFabluxeDSとの溶接部の材料強度の基準強度は、材料強度の基準強度の1.0倍以下
本工法の適用範囲の柱材、パネル材・はり部材のうち、材料強度の基準強度が325N/mm の

までの数値とする。

柱材はFabluxeDSの柱取付面に接合し、

パネル材はFabluxeDSのパネル取付面に接合するものとする。

柱材心はFabluxeDS心と一致させることとする。ただし右記表に示す柱材に限り柱材を25mmを限度として偏心して接合することが出来る。

はりフランジは、FabluxeDS側面に対して平面方向に斜めに接合することが出来る。

ただし、はりフランジのFabluxeDS側面への接合幅がFabluxeDS外径を超えてはならない。

　はりフランジ面と柱取付面を揃えることが出来る。（下図 d、e)
（２）はりフランジは、FabluxeDSの側面に対して鉛直方向に斜めに接合することが出来る。(下図 f）

　ただし、はりフランジの溶接と取り合う柱の溶接線とが干渉しない（最上階で柱取付面に柱材が接合しない、柱フランジ面がFabluxeDS側面から15㎜以上後退する）場合、
（１）FabluxeDS側面へのはりフランジの接合位置は、はりフランジ面をFabluxeDSの上下端部から15mm以上離さなければならない。(下図 a、b、c)
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許容差　　・記号+∞は制限なしを示す。

 　　     ・2段書きはJASS6付則6「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

FabluxeDSに接合する柱およびはりフランジの開先標準

レ形

開先

φ350

φ318.5

（F値共通）

FabluxeDSに接合するはり材の適用範囲一覧
(単位：mm)

(単位：mm)

溶接組立箱型断面柱
角形鋼管 円形鋼管

－上表の参照方法の例示－

FabluxeDSに接合する柱材の適用範囲一覧

パネル材の適用範囲一覧

ガスシールドアーク溶接

セルフシールドアーク溶接
(F値235材) (F値325材)

※( ):パネル材と柱材が同サイズの場合、ダイアフラムを用いても良い

□250

□350

□300

□400

□450

□500

DS35

DS30

DS40

DS45

DS50

DS25

19以下

22以下

16以下

25以下

28以下

32以下

25以下

30以下

25以下
14以下

12以下

16以下

DS35

DS30

DS25

DS50

DS45

DS40

250
以下

□250

□300

□350

□400

16mm以下

19mm以下

22mm以下

25mm以下

□200 12mm以下

□450 28mm以下

DS30

DS35

DS40

DS45

DS25

DS50

角
形
鋼
管
柱

下
階
柱

円
形
鋼
管
柱

下
階
柱

G

R T

以下
300

品番

□350

□250

□200

□300

はりフランジ はりウェブ

幅
品番

開先

形状

・基準強度(F値):325N/mm

FabluxeDS FabluxeDS

パネル：パネル材のサイズ（FabluxeDSの外径と同一とする）

＜適用するはり材品種＞

　通しダイアフラムとを連結するパネル材の長さは100mm以上とする。
（３）FabluxeDS同士もしくはFabluxeDSと

　以上とする。

（２）パネル材に使用する角形鋼管の曲げ耐力は、上下階柱それぞれの曲げ耐力

　除いたものとする。

　角形鋼管及び溶接組立箱型断面とする。
（１）パネル材は、外径がFabluxeDSの外径と同一となる右記寸法を満足する

　なお、適用する鋼管品種は、柱材に適用する鋼管品種の内、円形鋼管を

38

53

70

88
109

140

・建築構造用冷間ロール成形角形鋼管（BCR295、JBCR295、TSC295）
・一般構造用角形鋼管（STKR400、STKR490）

・建築構造用冷間プレス成形角形鋼管

・建築構造用熱間成形角形鋼管
（BCP235、BCP235C、BCP325、BCP325C、BCP325T）

・溶接組立箱型断面柱
（SHC400B、SHC400C、SHC490B、SHC490C、BSH325）

（SM400A、SM400B、SM400C、SN400A、SN400B、SN400C、
SM490A、SM490B、SM490C、SN490B、SN490C）

・円形鋼管（STK400、STKN400B、STKN400W、STK490、STKN490B）

2 2

2

2

FabluxeDSを使用する接合部における上下階柱材とパネル材の組合わせ一覧

2 2

・建築構造用TMCP鋼材（TMCP325B、TMCP325C）
・建築構造用溶接軽量H形鋼（SWH490W、SWH490B）
・一般構造用溶接軽量H形鋼（SWH400)

・一般構造用圧延鋼材（SS400、SS490）
・溶接構造用圧延鋼材（SM400A、SM400B、SM400C、
　　　　　　　　　　　SM490A、SM490B、SM490C）
・建築構造用圧延鋼材（SN400A、SN400B、SN400C、
　　　　　　　　　　 SN490B、SN490C、SN490C-TMC）

2

溶接組立H形鋼
基準強度（F値）が235N/mm または325N/mm の圧延H形鋼及び

・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等

・建築工事標準仕様書　JASS6鉄骨工事（日本建築学会）
・鋼構造許容応力度設計規準（日本建築学会）

・鉄骨工事技術指針（日本建築学会）

本標準図に記載のない事項は下記による。

３.構造設計の条件

４.標準接合部仕様

２.使用する建築材料

１.概要

FabluxeDS柱はり接合工法は、鉄骨造建築物の柱はり接合部にFabluxeDSを用いる柱はり接合工法である。

FabluxeDSは100mmを限度とした上下異径の角形鋼管あるいは円形鋼管を接合することができる。

形状は、接合する角形鋼管とほぼ同一の外径を有する管状の直方体で、はりが接合する側面の内側角部にハンチを有し、

鋼管柱が接合する面に水平ハンチを有する。本工法の適用範囲において、はりのフランジとFabluxeDSの接合部は保有耐

力接合条件を満足しており、本工法を用いた架構の剛性は、柱はりを線材置換して節点剛とした架構剛性として計算する

ことができる。

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0195-03」（令和3年8月20日付）

Fabluxe (ファブラックス )DS柱はり接合工法設計標準図

250

300■

■
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B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

耐力補強筋 ２）に準ず

C)開口が連続している場合

連続する開口の開口群(仮想開口)とみなし、その開口
部の大きさにより、2)又は3)に準じて補強を行う

Ｌ

ｗ

仮想開口

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍになるようレベル保持し、全面に配筋する。

外
周

部
大

梁

Ｃ

２スパン

小
梁

２スパン

Ｄ Ｆ

Ｅ

Ｂ

１スパン

２スパン

Ｇ外周部大梁

開口部

Ａ

Ｂ

Ａ：外周梁（デッキスパン方向）

Ｃ：外周梁（デッキ幅方向）

Ｅ：梁継手（デッキスパン方向）

Ｆ：　〃　（デッキ幅方向）

Ｇ：柱廻り

スラブの配筋

支持梁:鉄骨梁
　　※２ 溶接方法等は別途検討が必要。(合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照)

Ｂ：内部梁（　　　 〃 　　　）

Ｄ：内部梁（　　 〃 　　）

※1

φ４－１３　＠６００以下

柱

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

この部分の小口は塞がない！

 梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向

現場切断（QLデッキ）

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

梁耐火被覆
QLデッキ受材FB65×6等
(APWの場合 FB65×9等)

クローサー すみ肉溶接又はドリルねじ

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断 梁

柱廻りQLデッキ切欠き

QLデッキ受材

クローサー

 柱廻り  小口塞ぎＦ部Ｅ部 Ｇ部 QLデッキ端部

※2

※1

※1

※1※1

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆用面戸

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

 梁との間に隙間がある場合

梁耐火被覆

ＱＬデッキ50    以上ｍｍ

フラッシング

 QLデッキを離した場合 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合

ＱＬデッキ
クローサー

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

φ４－１３　＠６００以下

すみ肉溶接
又はドリルねじ

200 mm 以下

Ｂ部 Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

※1

※1
梁耐火被覆

又は打込み鋲

壁
コンクリート クローサー

溶接金網又は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

 外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

壁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、
頭付きスタッド又は打込み鋲

５０ｍｍ以上
５０ｍｍ以上

３０ｍｍ以上)
(頭付きスタッドの場合

※1

梁耐火被覆

※1

ＱＬデッキ

Ａ部 Ｃ部Ａ部 Ｂ部

表　面　処　理

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲
３）焼抜き栓溶接

 １)墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

　　ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

 ２)各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る

　　ように敷込む。

　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

 　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）

 ３)デッキプレート長手方向の大梁のかかり

　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

（３）標準溶接条件：下表

押し込み・溶着

整　　形

アーク発生１

２

手　　順　・　要　　領工　　程

QLデッキ焼抜き

３

４

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

アーク手溶接

（１）溶接機

（２）溶接棒

交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件
梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（４）溶接工の資格
JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

（５）手順・要領
右の１～４の順に行う。

　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

２）打込み鋲

　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を
なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き
上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚
６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。

敷込み仮止め溶接

墨　出　し

施工順序

QLデッキと梁との接合

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合敷　込　み

鉄骨梁の場合

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］

設　　　　　　計

デッキプレート種類　　 　　　 板厚(mm)

材料／デッキプレート ［ISO 9001認証取得］

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

○共通事項

耐　火　仕　様
支持梁：鉄骨梁、コンクリート：設計基準強度18～36 N/mm の普通コンクリート2

コンクリート打設

ひび割れ防止筋敷込み

検　　査

耐火補強筋：不要
溶接金網[JIS G 3551]又は異形鉄筋[JIS G 3112, G 3117]　寸法は下表参照

　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
３）焼抜き栓溶接

　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。

（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

３００～３２０

電流（Ａ）

３００～３２０

３００～３２０

３００～３２０

注１.デッキプレート　板厚１.０ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装
　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

３４～３６

３３～３５

電圧（Ｖ）

３３～３５

３４～３６ ３.５～４.５×１度打ち

３.０～４.０×２度打ち

３.０～４.０×１度打ち

アークタイム（秒）

ＣＯ2アークスポット溶接

４.０～４.５×２度打ち

検　　　　査

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】
□事前検査

ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
1) 検流計での計測
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

□溶接後の外観検査

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

【そ　の　他】

特記事項：

(直交側開口補強筋Ｄ１３)

コンクリート硬化後、QLデッキを切断

補強筋D10@200

400mm以上

柱

400mm以上ひび割れ

ＱＬデッキ

ひび割れ

10
0m
m

柱

補強筋(D13)

40
d

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接
      するのが望ましい。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。
      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)
    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)
    1)小梁の剛性を大きくする。

    1)水セメント比を小さくする。

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

柱廻りの補強例

大梁上の補強例
(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

    　 [例] 単位水量　175リットル/ｍ 以下
       　　 ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm
       　　 高性能ＡＥ減水剤

3

標　　準　　納　　ま　　り

施
　
　
　
　
工

[耐火認定FP060FL-0099,0100,0101,0102,0126,FP120FL-0127用]

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

□1.0

□1.6□ＱＬ９９-７５ □無し

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り

コンクリート厚さ

【ＱＬ９９－５０】

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１０１ (床１時間耐火)]

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１２６ (床１時間耐火)]

３
０

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ５０

鉄骨梁

普通コンクリート

５０

支持スパン

※注２

コンクリート厚さ
ＱＬデッキ高さ

梁の耐火被覆
ＱＬデッキ

支持スパン

梁との接合(注1参照)＠300以下

スペーサー(鉄線またはセメントブロック)
間隔1,000以下

梁との接合(径)

焼抜き栓溶接(φ18以上)
打込み鋲(φ4.5)

頭付きスタッド(φ13以上)

支持形式

単純支持
連続支持

支持スパン

2,700mm 以下

コンクリート厚さ

80mm 以上

許容積載荷重

5,400Ｎ/m 以下
2 線径6mm以上-150×150mm以下

D10以上-200×200mm以下

支持形式

単純支持
連続支持

支持形式

単純支持
連続支持

支持スパン コンクリート厚さ

3,000mm 以下 80mm 以上

2,700mm 以下 80mm 以上

支持スパン

許容積載荷重

3,500Ｎ/m 以下
2

許容積載荷重

7,000Ｎ/m 以下
2

梁との接合(径)

焼抜き栓溶接(φ18以上)
打込み鋲(φ4.5)

頭付きスタッド(φ13以上)

梁との接合(径)

頭付きスタッド(φ16以上)

線径6mm以上-150×150mm以下
D10以上-200×200mm以下

線径6mm以上-150×150mm以下
D10以上-200×200mm以下

デッキプレート品名

ＱＬ９９-５０-１０
ＱＬ９９-５０-１２
ＱＬ９９-５０-１６

デッキプレート品名

ＱＬ９９-５０-１０
ＱＬ９９-５０-１２
ＱＬ９９-５０-１６

デッキプレート品名

ＱＬ９９-５０-１０
ＱＬ９９-５０-１２
ＱＬ９９-５０-１６

溶接金網または異形鉄筋

溶接金網または異形鉄筋

溶接金網または異形鉄筋

溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下）
または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

注3）許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレート+コンクリート+鉄筋)を差し引いた値を示す。

注2）梁の耐火被覆  梁に所定の耐火性能を要求される場合は、それらに応じて適切な耐火被覆を施す。（本認定仕様外）

注1）梁との接合間隔は、焼抜き栓溶接・打込み鋲・頭付きスタッド共に、デッキ溝と直交する場合300mm以下、平行方向は600mm以下とする｡

３
０

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

スペーサー(鉄線またはセメントブロック)
間隔1,000以下

５０

鉄骨梁

５０
※注２ＱＬデッキ

梁の耐火被覆 梁との接合(注1参照)＠300以下

支持スパン支持スパン

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ高さ

普通コンクリート溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下または線径６以上－１００×１００以下）

【ＱＬ９９－７５】
□認定番号 [ＦＰ０６０ＦＬ-０１０２ (床１時間耐火)]

□認定番号 [ ＦＰ０６０ＦＬ-００９９ (床１時間耐火)]

□認定番号 [ ＦＰ１２０ＦＬ-０１２７ (床２時間耐火)]

梁との接合(径)

梁との接合(径)

焼抜き栓溶接(φ18以上)
頭付きスタッド(φ13以上)

頭付きスタッド
(φ16以上)

梁との接合(径)

焼抜き栓溶接(φ18以上)
頭付きスタッド(φ13以上)

ＱＬ９９-７５-１２
ＱＬ９９-７５-１６

デッキプレート品名

ＱＬ９９-７５-１２
ＱＬ９９-７５-１６

デッキプレート品名

ＱＬ９９-７５-１０
ＱＬ９９-７５-１２
ＱＬ９９-７５-１６

支持形式

単純支持
連続支持

支持形式

単純支持
連続支持

支持形式

単純支持
連続支持

コンクリート厚さ

80mm 以上

コンクリート厚さ

80～100mm

コンクリート厚さ

90mm 以上

支持スパン

3,000mm 以下

3,400mm 以下

支持スパン

2,500mm 以下

支持スパン

許容積載荷重

許容積載荷重

許容積載荷重

5,400Ｎ/m 以下
2

3,500Ｎ/m 以下
2

6,000Ｎ/m 以下
2

線径6mm以上-150×150mm以下
D10以上-200×200mm以下

線径6mm以上-150×150mm以下
D10以上-200×200mm以下

D10以上-200×200mm以下
線径6mm以上-100×100mm以下

デッキプレート品名

ＱＬ９９-７５-１０

ＱＬ９９-７５-１０

溶接金網または異形鉄筋

溶接金網または異形鉄筋

溶接金網または異形鉄筋

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

３
０

Ｌ2

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

横筋

Ｌ1

３
０

ＱＬデッキ

溶接金網

（線径６-１５０×１５０の場合２００ｍｍ以上、線径６-１００×１００の場合１５０ｍｍ以上）

溶接金網の重ね代Ｌ1：１メッシュと５０ｍｍ以上、且つ１５０ｍｍ以上

A)開口間隔≧３×開口径

開口補強筋Ｄ１０

開口部補強案

ｗ 開口補強筋Ｄ１０

開口部

ｗ

≧４０･Ｄ

Ｌ
部
開口

耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０

開口補強筋Ｄ１３

コンクリート箱抜き

ｆt×ｊ
Ｍ

耐力補強筋ａt

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

３）ｗ＞600mmの場合

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

１）開口がφ150mm程度の場合

※3

※3 耐力補強筋 所要断面積ａt＝

開口部

Ｌ

ｗ

小梁補強

小梁で補強し、開口部周辺に開口補強筋を配筋（Ｄ10以上）

※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」
（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。

耐火補強筋不要仕様

耐火仕様②ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

※配筋のスペーサーは鉄線またはセメントブロックとし、間隔は１．０ｍ以下とする。

ＱＬデッキの小口ふさぎ用 梁の耐火被覆用面戸

フラッシング

13
.5

Ｗ（１００～２５０） ２５

定尺2.4ｍ、ｔ＝1.2ｍｍまたは1.6ｍｍ
ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。

４
０

天井インサート用金具
（ＱＬデッキ下溝を利用して取付）

１８５

２
８

ハンガー金具クローサー

アクセサリー

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

 その他：

特　　　記

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

そ　　の　　他
 □指定なし

支 保 工 有 無

ＱＬ９９－５０　　　　　　　　　　　　ＱＬ９９－７５

 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０１            □ＦＰ０６０ＦＬ－００９９
 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１２６

床１時間

床２時間 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □ＦＰ１２０ＦＬ－０１２７

耐　　　火

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

ｍｍ

2

 種  　　　     類
 設 計 基 準 強 度

材料／コンクリート

 厚さ(QLデッキ山上)

 ■普通コンクリート

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

材料／溶接金網・異形鉄筋

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１
□（　　　　　　　　　　）

JIS B 1198□頭付きスタッド

接　　　合

□打込み鋲

　下記焼抜き栓溶接の項による

 各長さ・ピッチは特記による □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２

　接合箇所は特記による

□そ　　の　　他
※最小長さはデッキ高さ＋３０ｍｍ以上とする。

*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）
*2 板厚１.２ｍｍ,１.６ｍｍに限る

*1

*2

□裏面防錆処理(一次塗装)   ＱＬプライマー(P)*2

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板)[□Y18 □Y27]

１.５Ｑa
D

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下
Ｑ

DＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）

Ａw焼抜き栓溶接

大梁

デッキプレートスパン方向

デッキプレート幅方向
ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-５０

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

大梁上大梁上

焼抜き栓溶接

板厚 １.０ １.２ １.６

7,350(SPW)
4,9004,000Ｑa (Ｎ)

6,860(APW)

□

　　　　日本ヒルティ(株)

(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況

■ＱＬ９９-５０
■1.2

 □１８　　　　　■２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □６０　□７０　■８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）

 ■ 異 形 鉄 筋 ■Ｄ１０-２００×２００　□（　　　　　　　　）

 ■ＦＰ０６０ＦＬ－０１００            □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０２

 ■ 無    □ 有 

■認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１００ (床１時間耐火)]

■焼抜き栓溶接

■亜鉛めっき　　 　　　　       [■Z12 □Z27]

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

施工時許容スパン表(デッキプレ－トの検討)
注１：普通コンクリート、D10-200×200、表面処理が亜鉛めっきの場合
注２：表を超える場合は、別途支保工が必要です。

60
1.0

単純(内法)

２連続

３連続

2.38

3.20

2.95

QL99-50
70 80 90

(単位：ｍ)

1.2

2.52

3.39

3.13

1.6

2.75

3.67

3.41

2.33

3.10

2.89

2.47

3.32

3.06

2.69

3.62

3.34

2.29

3.01

2.84

2.42

3.26

3.00

2.64

3.55

3.28

2.24

2.93

2.78

2.38

3.18

2.95

2.59

3.49

3.22

【単純支持】

【連続支持】

S造・施工時のスパンの取り方
100

2.21

2.85

2.74

2.33

3.09

2.89

2.55

3.43

3.16

60

単純(内法)

２連続

３連続

3.13

3.57

3.64

QL99-75
70 80 90

(単位：ｍ)

3.31

3.91

3.79

3.62

4.31

4.06

3.07

3.46

3.58

3.25

3.80

3.74

3.55

4.25

4.00

3.02

3.37

3.52

3.19

3.70

3.69

3.49

4.19

3.95

2.96

3.28

3.46

3.13

3.60

3.64

3.43

4.14

3.90

100

2.92

3.20

3.40

3.08

3.52

3.60

3.38

4.09

3.85

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6

スパン

スパン スパン

板厚(mm)

支
持
条
件

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm)

支
持
条
件

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)

２０２０／０３／０１

長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

－

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準仕様書 010

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要です｡Ａw ＝（　　　　）mm600

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度



長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

－

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

配合量の決定は、室内配合試験結果による。

Ｋａ：合格判定係数

２. 所定量の土と固化材と少量の水をソイルミキサーに入れ混合を始める。

３. 造成体特性を観察し、フロー値による計測を行い適正添加水量を決定

４．

施工計画書には、下記の事項について記載する。

（１） 施工手順

（２） 試験の種類(試験結果は、４.４に定める報告書を提出する。)

(ｲ)試料土の土質試験方法

(ﾛ)固化材配合試験方法

（３） 施工基準

(ｲ)造成部仕様(計画)

(ﾛ)設計基準強度

(ﾊ)決定配合量

(ﾆ)使用材料名

（４） 施工管理(品質)

（５） 安全管理

（６） 組織体系

（７） 工程表　(事前室内試験、試験結果報告書の提出、重機の搬入

         搬出、試験改良などの時期)

（８）

建設現場発生土（砂質土、粘性土、シルト、ローム、有機質土等）

配合量決定の為に工事着工に先立ち、下記の事項を必ず実施し、事前

決定配合量とする。

３.１の主材となる土を着工の１０日以上前に採取し、下記の項目に

ついて試験する。

（１）自然含水比（配合量決定の際に添加水量を決定するため）

（２）

（３）

１． 固化材特性関係式を用い、必要設計基準強度を満たす各配合量を求め

２．

その他必要と認めた事項

混合完了後、直ちにモールド管に充填後湿空養生にて保管する。

湿潤密度（配合量決定の際に調整含水比を決定するために）

粒土組成（配合量決定の際に固化材添加量を決定するために）

１．施工業者は、工事に先立ちスーパーラップルエルニード工法の施工計

スーパーラップルエルニード工法における造成体は、ラップルコンク

リートのコンクリートに変わるものであり、随時、求められた設計基

準強度を必ず上回らなければならない。その為には、別途定める「ス

－パーラツプルエルニード工法施工・品質管理指針」及び、本仕様に

て土量、それらの確認と管理を確実に行わなければならない。

画書を工事監理者に提出し承認を受ける。

建設現場発生泥水（酸性水を含まない）、或いは、井戸水、水道水。

(ｲ)固化材、水量、フロー値の管理方法

４．４室内配合試験

報告書

４．３圧縮試験　　 １.

１.

４．２試験練り　

４．１試料土採取

３．３　　水　　

４．

３．１主　　　材

３．材　　　料

総　　　則１．

２．

供試体の圧縮試験方法は、ＪＩＳ　Ａ　１１０８による。

試料土の土質試験結果として、自然含水比、湿潤密度、粒土組成の

報告を行う。

事前室内配合試験

施工計画書

施工業者は、工事監理者と綿密な打ち合わせの基に工事に着手する。施　　　工５.

２. 固化材配合試験結果として

(１)適正フロー値の計測結果の報告を行う。

(２)試験練り配合量の報告を行う。

(３)各供試体の圧縮試験結果報告を行う。

(４)決定配合量と決定フロー値の報告を行う。

１．上記試験結果を、「現場採取供試体の一軸圧縮試験結果」として報告

する。

１．

その際、次項目を記載すると供に施工工程写真と材料搬入写真を添付

する。

施工報告書には、下記事項を記載する。２．

（１） 施工基準

(ｲ)造成部仕様(計画)

(ﾛ)設計基準強度

(ﾊ)決定配合量

(ﾆ)使用材料名

施工管理(品質)（２）

(ｲ)溶液の配合管理の方法

(ﾛ)供試体による強度管理の方法

(ﾊ)施工記録

   日付、図面№　造成幅、掘削深さ、造成深さ、造成体積、

安全管理（３）

（４） 組織体系

（５） 工程表　(事前室内試験、試験結果報告書の提出、重機の搬入

　　　　搬出、試験改良などの時期)

（６）

Ｆｃ：設計基準強度

σｄ：想定した供試体強度の標準偏差（σｄ＝Ｖｄ・ｑｕｄ）

Ｖｄ：想定した強度の変動係数（砂質土：２５％、粘性土３０％）

ｑｕｄ：想定した供試体の平均一軸圧縮強度

抜取箇所数

合格判定係数Ｋａ

２１ ４～６３ ７～８ ９～

1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

（２）検査手法Ｂ

合格判定式Ｂ

ＸＬ：合格判定値

Ｆｃ：設計基準強度

日の結果を待つかの判断を速やかに行う。

７．５試験結果報告

８． 施工報告書

   使用固化材量、フロー値、供試体採取箇所、写真

その他、必要と認めた事項

して、支持層の判断、混合の均質、セメント系固化材量及び水量そし

室内配合試験報告書として提出する。後工程及び安全を考慮し、材齢

７日における一軸圧縮試験結果が室内配合強度を上回った配合量を、

する。通常は、8.5cm～13.0cmの範囲とする。

ＸＬ：合格判定値

格となった場合は総合的な分析を行い、施工のやり直しや、材齢２８

２．上記、判定式Ａ又はＢを用いて合格判定を行うが材齢７日が万一不合

工事終了後速やかに、施工報告書を作成し、工事監理者に提出する。

　ｑｕ：一軸圧縮強度(kg/cm2）　　　

ｑｕ＝1.2・qu(Xl)(qu(Xl):室内配合強度）

　　　ａ：固化材量（kg）　　ｗc：調整含水比（％）

　ｗc＝∑Ｗ/ｍｓ×100　　∑Ｗ＝ｍｗ＋ｗ1＋ｗ2

　　　　　　ｗ1：調整水１　　　　　　ｍｗ：土の自然含水比

　　　　　　ｗ2：調整水２　　　　　　ｍｓ：土の乾燥重量

Ｘｎ：ｎ個の一軸圧縮強度の平均値

σｎ：ｎ個の供試体強度の標準偏差

ｎ　：コア供試体の個数（25個以上）

Ｘｉ：抜取箇所ごとの3本の供試体の一軸圧縮

Ｎ

ΣＸｉＸＮ＝

合格判定式Ａ

（１）　検査手法Ａ

強度管理７.

造成体単位の中でのバラツキも把握し、合格判定強度を確実に上回る

事を確認しなければならない。その方法としては、現場状況を考慮し

品質管理６. 「現場管理者ハンドブック」に詳細は記載されているが、必ず守らね

設計計算書に基づく支持層の確認（１）

(ｲ)掘削完了時に工事管理者立会いの下に目視により確認する。

(ロ)全ての造成箇所において支持層の確認をし写真を収める。

決定配合量に基づく混合を行うために

(ｲ)掘削完了時に、造成幅(Ｂ×Ｌ)、掘削深さ(Ｄｆ)の計測を行う。

（２）

　＜造成1ｍ3当りの決定配合量＞のそれぞれの値に造成体積(Ｖ)

　　を乗じて求める。

　　造成体積　(Ｖ)＝Ｂ×Ｌ×(Ｄｆ-Ｄｈ) 　　　Ｄｈ：根切り深さ

均一混合を行うために（３）

　（造成厚さ１.２～１.５ｍごとに分ける。）

(ﾛ)（ⅰ）粘性土が多い時は、注入水量を控えめにし、粘性土粉砕

　　　を第一とする。

　　　るので注意する。

   （ⅱ）砂質土が多い時は、スラリー成分が上方に集まり易くな

   （ⅲ）シルト質土は、色が固化材と良く似ていることがあるの

　　　で混合状況の不備が見つけにくい為、細心の注意を払う。

(ﾊ)固化材量は計量によるが、水量は地下水の発生或いは、土中へ

   の浸透等により不確定要素となるため、機械的計量を取らず

   「日本道路公団規格ＪＨＳ　Ａ　３１３」のシリンダー法によ

   るフロー値を計測する。計測結果は試験室配合試験の際に得ら

   れた範囲内とする。

１.

２.

る「現場管理者マニュアル」による。

施工に関する具体的な注意事項及び管理事項は、別途に定める「現場

着工前・着工中・工事完了後の確認事項に関する詳細は、別途に定め

ばならない事項について下記に記載する。

施工中特に品質管理に関わることは細心の注意を払う。

管理者ハンドブック」による。

施工とし、施工者は本工法の技術認定書を取得した者による。

３．本工法の施工は、建築技術性能証明を取得した専門工事会社による責任

造成体の設計基準強度は、Ｆｃ=

９． 特記事項

ｗ2(m3)

（六価クロム溶出試験、環境庁告示４６号試験方法１）

六価クロム溶出量が土壌環境基準以下である事を確認する。

ｗ1(m3)

調整水

(ｔ)

固化材

ｔｍ3

土

％

調整含水比

造成部１ｍ3当りの配合量(推定)

推定配合量

１．設計地耐力 ｑａ=

Ｎ/ｍｍ2

Ｎ/ｍｍ2

２．

４．

３．室内配合強度　　　ｑｕ（Xl）=

KN/ｍ2

(ｲ)固化材は、数回に分け計量そして掘削孔へ投入する。

　n：抜取箇所数

(ﾛ)速やかに造成体積を求め、添加固化材量を決定する。

(ﾛ)施工記録の方法

(ﾊ)供試体による強度管理の方法

ｋb：合格判定係数（1.3を用いる）

基づく施工、施工管理、品質管理を確実に行わなければならない。そ

３．２固　化　材 固化材は、特記による。特記の無い場合は、セメント系固化材、普通ポ

ルトランドセメント、高炉セメントＢ種の中から事前室内配合試験を実

施し決定する。

工場生産のコンクリートと違い、建設現場発生土を主材料とするため

塩ビのパイプ（φ１００ｍｍ）を造成完了直後に造成体に差し１． （１）７．１直接採取法

（２）

造成完了直後に造成体の一部（深度方向中間部～下部）を２．

しモールド管６本に充填する。

直接採取

７．２採取基準 １．コア採取は、コンクリートの採取基準に準じ、総造成体積１５０ｍ3

に対し、1箇所以上とし1箇所当たり挿入する塩ビ管は1～3本とし、

ランダムサンプリングにより合計６個の供試体を作成する。

初期硬化発現後パイプを引き抜き、所定供試体サイズに成型する。

下記２種類の試験方法の内、いずれかの方法を用いる。
造成体厚さが４．０ｍを超える箇所は１．２．を併用する。

込みコアを採取する。

強度の平均値＝（1Ｘｉ＋2Ｘｉ＋3Ｘｉ）/3

ＸＮ・1.21：検討平均値（平均値ＸＮから導かれた値）

1.21＝ｑｕｆ28/ｑｕｆ7（Min）

Ｘｎ≧ＸＬ＝Ｆｃ+ｋｂ・σｎ

７．３養生及び

圧縮試験

１．供試体は湿空養生後、水中にて養生し材齢7日及び材齢２８日の一軸

７．４品質検査

圧縮試験を実施する。

２５個以上の時は検査手法Ｂを用いて合格判定を行う。

　　による検査方法を用いる。供試体個数が２５個未満の時は検査手法Ａを、

１．日本建築センターの「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」 60.0

250.0

0.849

0.750

0.668 1.136 0.209 0.125 0.138

る。（下記式）

ＸＮ・1.21≧ＸＬ＝Ｆｃ＋Ｋａ・σｄ＝Ｆｃ＋Ｋａ・(Ｆｃ・Ｖｄ)/(1－1.3Ｖｄ)

log　ｑｕ＝2.462・log　ａ－1.944・log　ｗc－1.586

スーパーラップル　エルニード工法による地業特記仕様
（ＧＢＲＣ　性能証明　第０８-２２号取得工法及び専門工事会社による責任施工とする。）

スーパーラップル　エルニード工法による地業特記仕様 011

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度
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　　　　　　　　　　     電流値

強度を持つ改良体（以下コラムという）を築造するものである。

う）による。

2.一般事項

3.特記事項

4.施工計画
（1）　本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通した業者とする。

（2）　施工計画書

ｃ.　工事要領（使用固化材、配合、攪拌翼吐出量の昇降速度等）

ｂ.　工事期間及び工程

ｄ.　施工機器

ｅ.　施工管理の方法

ｆ.　品質管理の方法

ｇ.　各種作業の主たる従事者の組織表

ｈ.　環境の保全対策

ｉ.　安全対策

ｊ.　品質証明書（技術審査証明書等）

（1）　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないように養生する。

（2）　施工手順は、施工計画書による。

（3）　本工事により排出される発生残土は、場内処分とする。

（4）　施工に対して疑義が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その指示を受ける。

（2）　所定の施工管理項目を、計測・記録できるデジタルディスプレイ式施工管理装置を用いること。　

（3）　改良機本体は、本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

（4）　ミキシングプラントは、全自動プラントとし、所定の吐出量を十分供給できるものとする。

6.施工機械

7.配合管理

（2）　配合強度

変動係数

（25％）

Ｎ

αｔ

3

1.8152.163

1

1.918

2

1.719

4～ 6 7～8

1.651

9～

1.594

Ｘｆ＝　αｔ　×　Ｆｃ　[　Ｘｆ：配合強度、αｔ：割増し係数　]

（3）　室内配合試験

　 　　　固化材液の配合（Ｗ／Ｃ）と使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて現場室内強度比を参考にして、配合強度を満足するよう

　 　　に決定する。

　　　　　　　　　　　　撹拌装置　　　　　　掘削・撹拌翼の枚数など。

　　撹拌混合度の管理　　掘進・引上げ速度　　速度計による。

　　　　　　　　　　　　スラリー吐出深度　　（吐出量、深度及び総量）

　　　　　　　　　　　　スラリー吐出量　　　流量計による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　スラリー比重　　　　比重計による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　規定比重の 99％以上

　　固化材管理　　　　　材料の計量　　　　　自動計量器（練り水、固化材）により、パッチ毎管理　　　　　　Ｗ／Ｃ＝± 2％以内

　　　　　　　　　　　　ロッド長　　　　　　ロッド長さを計測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設計掘削深度＋ 1ｍ以上

　　　　　　　　　　　　改良径　　　　　　　掘削撹拌装置の形状を計測

　　　　　　　　　　　　掘削深度　　　　　　深度計による。

　　　　　　　　　　　　コラム芯　　　　　　コラム中心のズレを計測する。　　　　　　　　　　　　　　　　± 100 ㎜以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工角度が異なる場合は、その角度を管理する。　

　　寸法・形状の管理　　鉛直性　　　　　　　改良機のリーダーに設置された傾斜計やトランシットによる。　　 1／100 以内

　　　　管理項目　　　　　　管理内容　　　　　　　　　　　　　施 工 管 理 方 法　　　　　　　　　　　　　　　　管理値

8.施工管理
（1）　施工の安定性を確保するため下記に示す項目について管理する。

9.品質検査

1.工事概要

（1）　コラムの径・掘削深度（改良長＋空掘長）・本数・配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・配置及び固化材液の配合等

　　　 について、土質や地盤の状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更することができる。

ａ.　工事内容（コラム径、コラム長、空掘長、コラム数、設計基準強度）

 　　　工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

5.施　　工

（1）　固化材液に使用する固化材は、セメント系固化材を使用する。

　　　 割増係数は、変動係数を想定し9項に規程する抜き取りヶ所数Ｎに応じて下表を用いて設定する。

　　　　　　　　　　　　トルク値　　　　　　トルク値、電流値による。

*

*

*

*

*

*

*

*

ａ .　検査対象群は概ねコラム300本を1単位とする。土層毎に検査対象層を決めるが、最小層厚を0.5ｍとする。

越えてる場合は、最も近い平均強度の層を設計対象層とする。

頭部コア(コラム100本毎に1ヶ所)

（1）　検査対象群、検査対象層及び調査ヶ所数

ｃ.  検査ヶ所数

 (2)　  コア採取率による検査

コア採取率が、全長に対して粘性土で90％、砂質土で95％以上、深さ1ｍ毎に粘性土85％以上、砂質土90％以上あることを確認する。

（3）　合格判定

ａ.　抜取ヶ所1ヶ所当たり3個の供試体を採取し、その平均強度をそのヶ所の強度とする。

ｂ.　一軸圧縮試験は、公的機関あるいは監督員立ち会いの下に行うものとする。

ｃ.　検査手法は、品質のバラツキを想定する場合の検査手法Ａによる。

ｄ.　検査手法Ａによる品質検査

　

　

合否の判定は、抜取Ｎヶ所一軸圧縮試験の平均値が、下式を満足した場合を合格とする。

ＸＮ　≧　ＸＬ　Ｆｃ　＋　Ｋａ　・　σｄ

ＸＮ　：　Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値（ＫＮ／㎡）

ＸＬ　：　合格判定値（ＫＮ／㎡）

Ｆｃ　：　設計基準強度（ＫＮ／㎡）

Ｋａ　：　合格判定係数

Ｖｄ　：　変動係数、品質確認書より想定する。

σｄ　：　標準偏差（ＫＮ／㎡）　＝　Ｖｄ・ｑｕｄ

抜取ヶ所数　Ｎ

合格判定係数　Ｋａ

1

1.9

2

1.7

3

1.6

4～6

1.5

7～ 8

1.4

9

1.3

ｑｕｄ：　想定した平均一軸圧縮強さ（ＫＮ／㎡）

ｇ.　固化材液の配合及び注入量と固化材の使用量

10.報　　告

ｉ.　合格判定結果

ｈ.　コアの強度管理試験結果

ｆ.　掘削深度及び引き上げ速度

ｅ.　トルク値

ｄ.　掘削深度

ｃ.　コラムの径・及び長さ

ｂ.　コラムの施工日

ａ.　コラムの伏図及び番号

　　　工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、3部監督員に提出する。

コアボーリング調査の内、検査対象群に1ヶ所の割合でコア採取率を調査する。

ａ.　水／固化材比　　　　　60　％

（5）　設計配合は、以下の通りとする。ただし、室内配合試験の結果により変更される場合がある。

（4）　環境基準

　　を満足する様必要な措置を講じる。

　　　施工に当たっては、セメント系固化材等からの六価クロム溶出試験を実施し、環境庁告示第46号の基準値（検液1Lにつき0.05㎎以下であること）

注入しながら、角度付共回り防止翼と半円状の掘削爪を装備した攪拌装置を用いて原地盤土と機械的に混合攪拌し、固化材の固化反応により所定の

（3）　設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理及び品質検査を実施する。

3

本地業は、ソイルセメントコラム工法（以下ECM工法という）による地盤改良地業である。ECM工法は、スラリー状のセメント系固化材を地盤に

（1）　固化材液と原地盤土を確実に混合攪拌ができ、角度付共回り防止翼と半円状の掘削を装備した攪拌装置を装着した

ｂ.　固化材添加量　　   　350ｋｇ／ｍ

深度コア(コラム100本毎に1ヶ所　全数について全長コアボーリングとする。)

設計対象層の平均強度は他の検討対象層の平均強度を超えないこと。

　　支持地盤の管理　　　掘削速度　　　　　　速度計による。
　　　 工法とする。

 (4)　 本工事工法は、改良体の品質（変動係数25％）が、建設大臣認定機関の「一般財団法人日本建築センター」にて証明された技術審査証明取得

　本地業は、本特記仕様書によるほか「2018年度版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」（日本建築センター、以下指針とい

（2）　コラムの設計基準強度は、Ｆｃ＝1000KN/㎡とする。

　　　 DHJ-15を用い、最大施工トルク8.0ton以上を有する施工機械とする。

ｂ.　検査対象層は(礫混り粘土・砂混り粘土・砂礫)であり、設計対象層を(砂混り粘土)とする。

ソイルセメントコラム地業特記仕様書

ソイルセメントコラム地業特記仕様書

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度
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特記を除き 設計基準強度　　　：　Ｆｃ１０００kN／㎡

改良径　　　　　　：　　　φ１０００　　３０本

： 　　　φ　８００　　　９本

改良深さは、現地の地盤状況にあわせ調整すること。

　　は、コラム地盤改良範囲を示す。

コラム頂部レベル　：　設計ＧＬ－２.１０ｍ

コラム頂部レベル　：　設計ＧＬ－１.２５ｍ

改良深さは、現地の地盤状況にあわせ調整すること。
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 印は、剛接合を示す。

　　　（　　）内の数字は、２ＳＬからの梁上端レベルを示す。

印は、梁の山折れ架構位置を示す。▼

①～④の小梁接合部は、Ｓ－２５継手部材リストを参照とする。

ＤＳ３０　　　　　：ファブラックス工法

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度
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改良深さは、現地の地盤状況にあわせ調整すること。
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改良深さは、現地の地盤状況にあわせ調整すること。

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度



6,150 7,850

Y2 Y3 Y4

14,000

▽1FL

1
0
0

△地中梁天端

B35 B35

B148

X1通　軸組図　　　1/200

2,354787.5

4
,
7
2
5

8
,
7
3
0

B30

1
,
1
8
0

7
0

△ＢＰＬ下端

P3

P3

500

P4

3
,
1
5
0

FB1 FB1

6,150 7,850

Y2 Y3 Y4

X2通　軸組図　　　1/200

C2’ C1

B148

G13A

CG40

FG13 FG14 FG14

G11

1,100

787.5 2,354

CG294

G11500

C2

P4

7
0

△ＢＰＬ下端

▽基礎下端

▽想定支持地盤

2
,
0
5
0

1
,
9
5
0

長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

200

6,150 7,850

Y2 Y3 Y4

C1

P4 B148

G11 G11

1,100

787.5 2,354

FG12

850

C2

G111,200

1,200

C2’

FG14 FG14

2,300

P1

CG294

2,085 4,065

7
0

△ＢＰＬ下端

▽基礎下端

▽想定支持地盤

2
,
0
5
0

1
,
9
5
0

W15

1
,
1
0
0

5,600

2,085 2,030 2,035

FB2

Y2 Y3

1
,
7
5
0

8
0

G15

P2 P2

▽1FL

1
0
0

△地中梁天端

1
5
0

▽

△

2FL

2SL

1
4
5

▽RSL

4
,
7
2
5

4
,
0
0
5

8
,
7
3
0

1
,
1
8
0

▽設計ＧＬ

X3通+2170　軸組図　　　1/200X3通　軸組図　　　1/200

軸組図（3）

G11

B25

　　　　　　　　 ：□－１００×１００×２.３出隅胴縁

縦胴縁土台　　　　　　　 ：Ｃ－１００×５０×２０×３.２

　　　　は、増打ちを示す。

G12 G15A
PL-16 PL-16

Y1

C4

▽1FL

1
0
0

△地中梁天端

4
,
0
0
0

8
5
5

4
,
7
2
5

8
,
7
3
0

1
,
1
8
0

▽基礎下端1
,
2
0
0

2
,
8
0
0

▽想定支持地盤

PL-25

8,700

22,700

4
,
0
0
5

▽設計ＧＬ

▽

△

2FL

2SL

1
5
0

1
4
5

▽RSL

4
,
0
0
5

▽設計ＧＬ

▽

△

2FL

2SL

1
5
0

1
4
5

▽RSL

Y1

C4'

▽1FL

1
0
0

△地中梁天端

4
,
0
0
0

8
5
5

4
,
7
2
5

8
,
7
3
0

1
,
1
8
0

▽基礎下端

2
,
8
0
0

1
,
2
0
0

▽想定支持地盤

PL-25

4
,
0
0
5

▽設計ＧＬ

▽

△

2FL

2SL

1
5
0

1
4
5

▽RSL
1,990

B20
▼

8,700

22,700

1,0151,015 700
B25

2
,
4
3
0

P4
P4

ＰＬ溶接

B30
(詳細参照)

ＰＬ溶接
(詳細参照)

G11

ＰＬ溶接
(詳細参照)

ＰＬ溶接
(詳細参照)

G11
P4

(詳細参照)
ＰＬ溶接

ＰＬ溶接
(詳細参照)

DS30

DS30

1
,
6
1
5

2
2
0

2
2
0

2
2
0

縦胴縁 ：Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠４５５

：２Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠９１０

開口胴縁　　　　　　　　 ：□－１００×１００×２.３

縦胴縁

▼印は、山折れ架構位置を示す。

：□－１００×１００×３.２

P1

F1

F2 F1 F2

018

P3

既存浸透桝

既存浸透桝

150

▽
柱

芯

150

▽
柱

芯

150

▽
柱

芯

特記を除き 梁ＪＯＩＮＴ位置は、柱芯より８００とする。

ダイヤフラム　　ＲＳＬ

２ＳＬ

梁上：ＰＬ－１９　　梁下：ＰＬ-２２

梁上：ＰＬ－２２　　梁下：ＰＬ-２８

２ＳＬ 梁上：ＤＳ３０（ファブラックス工法）

F5
1000φ

800φ

1000φ

F5

1000φ
F1

5
0

5
0

F2 5
0

改良深さは、現地の地盤状況にあわせ調整すること。

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度



長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

200

6,150 7,850

Y2 Y3 Y4

X6通　軸組図　　　1/200

6,150 7,850

Y2 Y3 Y4

X5通　軸組図　　　1/200

軸組図（4）

▽1FL

1
0
0

△地中梁天端

1
5
0

▽設計ＧＬ

1
,
1
0
0

▽

△

2FL

2SL

1
4
5

▽RSL

4
,
7
2
5

4
,
0
0
5

8
,
7
3
0

FB2

1,0151,015

1
,
7
5
0

8
0

G15

P2 P2

1
,
1
8
0

B25

C1

B148

FG14

G11

1,100

787.5 2,354

FG12

C2

G11
CG294

C2’

2,300

B25

FG14

7
0

△ＢＰＬ下端

2
,
0
5
0

1
,
9
5
0

▽基礎下端

▽想定支持地盤

5,600

2,085 2,030 2,035

Y2 Y3

X4通-1140　軸組図　　　1/200

6,150 7,850

Y2 Y3 Y4

X4通　軸組図　　　1/200

C1

B148

G11

1,100

787.5 2,354

C2

G11

7
0

△ＢＰＬ下端

CG294

FG11 FG11

C2

P1

2,300
P4

FG14

▽想定支持地盤

▽基礎下端

1
,
9
5
0

2
,
0
5
0

C1

B148

G11

1,100

787.5 2,354

C2

G11

7
0

△ＢＰＬ下端

CG294

FG11 FG11

C2

P1

2,300
P4

FG14
2
,
0
5
0

1
,
9
5
0

▽基礎下端

▽想定支持地盤

G11 G11

G12

G12G12

B25
PL-16PL-16

W15

B1

Y1

B20
C4

▽1FL

1
0
0

△地中梁天端

4
,
0
0
0

8
5
5

4
,
7
2
5

8
,
7
3
0

1
,
1
8
0

▽基礎下端1
,
2
0
0

2
,
8
0
0

▽想定支持地盤

4
,
0
0
5

▽

△

2FL

2SL

1
5
0

1
4
5

▽RSL

▽設計ＧＬ

▼

PL-25

8,700

22,700

1,990

C4'

4
,
0
0
5

▽設計ＧＬ

▽

△

2FL

2SL

1
5
0

1
4
5

▽1FL

1
0
0

△地中梁天端

4
,
0
0
0

8
5
5

▽RSL

4
,
7
2
5

8
,
7
3
0

1
,
1
8
0

▽基礎下端

2
,
8
0
0

1
,
2
0
0

▽想定支持地盤

Y1

B20
▼

1,990

PL-25

C4

▽1FL

1
0
0

△地中梁天端

4
,
0
0
0

8
5
5

4
,
7
2
5

8
,
7
3
0

1
,
1
8
0

▽想定支持地盤

▽基礎下端

2
,
8
0
0

1
,
2
0
0

4
,
0
0
5

▽設計ＧＬ

▽

△

2FL

2SL

1
5
0

1
4
5

▽RSL

PL-25

▼
B20

1,990

8,700

22,700

Y1

8,700

22,700

(詳細参照)
ＰＬ溶接

ＰＬ溶接
(詳細参照)

(詳細参照)
ＰＬ溶接

ＰＬ溶接
(詳細参照)

(詳細参照)
ＰＬ溶接

ＰＬ溶接
(詳細参照)

G11
P4

G11
P4

P4

P4
G11

DS30

DS30 DS30

1
,
6
1
5

1
,
6
1
5

1
,
6
1
5

2
2
0

2
2
0

2
2
0

P1

F4 F3

F1

F4 F3

F1

F1

019
△

柱
芯

150

△
柱

芯

150

△
柱

芯

150

縦胴縁 ：Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠４５５

：２Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠９１０

開口胴縁　　　　　　　　 ：□－１００×１００×２.３

　　　　　　　　 ：□－１００×１００×２.３出隅胴縁

縦胴縁土台　　　　　　　 ：Ｃ－１００×５０×２０×３.２

縦胴縁

　　　　は、増打ちを示す。

▼印は、山折れ架構位置を示す。

特記を除き 梁ＪＯＩＮＴ位置は、柱芯より８００とする。

ダイヤフラム　　ＲＳＬ

２ＳＬ

梁上：ＰＬ－１９　　梁下：ＰＬ-２２

梁上：ＰＬ－２２　　梁下：ＰＬ-２８

２ＳＬ 梁上：ＤＳ３０（ファブラックス工法）

1000φ

F5

1000φ
F1

5
0

F2 5
0

5
0

5
0

F6F6 5
0

5
0

改良深さは、現地の地盤状況にあわせ調整すること。

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度



6,150 7,850

Y2 Y3 Y4

C1

B148

G11

1,100

787.5 2,354

G11

7
0

△ＢＰＬ下端

CG294

X7通　軸組図　　　1/200

FG14 FG14

△ＢＰＬ下端

C2

C2

2,300

P1

▽想定支持地盤

2
5
0

▽基礎下端

7
2
0

1
,
3
0
0

FG14

2
,
7
0
0

6,150 7,850

Y2 Y3 Y4

C3 C3 C3

X8通　軸組図　　　1/200

7
0

△ＢＰＬ下端

△ＢＰＬ下端

▽想定支持地盤

FG14 FG14

▽基礎下端

7
2
0

1
,
3
0
0

2
,
7
0
0

FG14

2,500

長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

200軸組図（5）

G14 G14

　　　　　　　　 ：□－１００×１００×２.３出隅胴縁

縦胴縁土台　　　　　　　 ：Ｃ－１００×５０×２０×３.２

　　　　は、増打ちを示す。

Y4

4,700

FB1

Y3

7,850

3,150

4
,
0
0
5

▽

△

2FL

2SL

1
5
0

1
4
5

▽1FL

1
0
0

△地中梁天端

4
,
0
0
0

8
5
5

▽RSL

4
,
7
2
5

8
,
7
3
0

1
,
1
8
0

▽想定支持地盤

Y1

C4

▽基礎下端

1
,
9
5
0

2
,
0
5
0

▽設計ＧＬ

PL-25

B20

1,990

G12 ▼

8,700

22,700

Y1

C4

1
5
0

▽1FL

1
0
0

△地中梁天端

4
,
0
0
0

8
5
5

4
,
0
0
5

▽想定支持地盤

2SL▽

▽基礎下端

▽設計ＧＬ

8,700

22,700

6,150

4
,
0
0
5

2SL▽

▽設計ＧＬ 1
5
0

▽1FL

△地中梁天端

7
5
0

X8通+1240　軸組図　　　1/200

B1501
,
1
0
5

G13

(詳細参照)
ＰＬ溶接

ＰＬ溶接
(詳細参照)P4

P4
G11

DS30

B150B150 B150

縦胴縁 ：Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠４５５

：２Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠９１０

開口胴縁　　　　　　　　 ：□－１００×１００×２.３

縦胴縁

▼印は、山折れ架構位置を示す。

：□－１００×１００×３.２

P3

WB150

F4

F1A F1A

F4

F2A F2A

020

1
,
6
1
5

G11

△
柱

芯

150

△
柱

芯

100

特記を除き 梁ＪＯＩＮＴ位置は、柱芯より８００とする。

ダイヤフラム　　ＲＳＬ

２ＳＬ

梁上：ＰＬ－１９　　梁下：ＰＬ-２２

梁上：ＰＬ－２２　　梁下：ＰＬ-２８

２ＳＬ 梁上：ＤＳ３０（ファブラックス工法）

5
0

F6A 5
0

5
0

F6A 5
0

改良深さは、現地の地盤状況にあわせ調整すること。

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度



2
,
8
0
0

2
0
0

2
0
0

基礎リスト(1)　　1/60

6
0
0

1
,
3
5
0

1
,
9
5
0

2
,
0
5
0

4
,
0
0
0

Ｆ１

▽想定支持地盤

▽設計ＧＬ

6
0
0

Ｆ１Ａ

1
,
3
0
0

2
,
7
0
0

1
,
3
5
0

7
5
0

4
,
0
0
0 6
0
0

1
,
3
5
0

1
0
0

1
,
9
5
0

2
,
0
5
0

4
,
0
0
0

Ｆ２

6
0
0

1
,
3
0
0

2
,
7
0
0

1
,
3
5
0

7
5
0

4
,
0
0
0

Ｆ２Ａ

1
0
0

4
,
0
0
0

Ｆ３

4
0
0

7
0
0

2
,
8
0
0

1
,
2
0
0

長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

基礎リ ス ト （1） 60

14-D19

14-D19

11-D16

11-D16

9-D16

地盤改良

地盤改良

地盤改良

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

021

1
5
0

1
5
0 ▽１ＦＬ

地盤改良

△地中梁天端△地中梁天端

△地中梁天端

△地中梁天端

△地中梁天端

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
3
0

1
0
0 1
3
0

2
3
0

2
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

2,800 2,800 2,200 2,200 1,800200 200 200 200 200 200 200 200 200 200

2,800

2,200

1,800

14-D19

2,800

14-D19

11-D16

2,200

11-D16

9-D16

2
,
2
0
0

1
,
8
0
0

1
4
-
D
1
9

2
,
8
0
0

1
4
-
D
1
9

1
1
-
D
1
6

2
,
2
0
0

1
1
-
D
1
6

9
-
D
1
6

200 200 200 200

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

200 200 200 200

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

200 200

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1,000 1,000500 500

5
0
0

5
0
0

2,800

3
,
0
0
0

3,000

2
,
8
0
0

4
0
0

8
0
0

8
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

300 800 800 300

2,200

2
,
2
0
0

2,200

800φ

1000φ

(有)Ａ＆Ａ構造研究所

改良深さは、現地の地盤状況にあわせ調整すること。

地盤改良

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度



4
,
0
0
0

4
0
0

1
,
9
5
0
(
2
,
8
0
0
)

2
,
0
5
0
(
1
,
2
0
0
)

1
,
5
5
0
(
7
0
0
)

長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

60基礎リ ス ト （2）・ 柱脚配筋図

1,500

7
0
0

700

6
1
0

610

6
0
0

600

6
0
0

600

7
0
0

700

6
1
0

610

6
0
0

600

6
0
0

600

基礎リスト(2)　　1/60

Ｆ４
（　）内は、◎印付Ｆ４を示す。

HOOP:

主筋 :

D13-@100HOOP:

主筋 :

D13-@100

12-D22 12-D19

HOOP:

主筋 :

D13-@100 HOOP:

主筋 :

D13-@100

12-D19

HOOP:

主筋 :

D13-@100

12-D19

HOOP:

主筋 :

D13-@100

GL-100～基礎下部 GL-100～基礎下部

30-12Vベースパック 318-13V3ベースパック
GL-300～基礎下部 GL-300～基礎下部GL-100～基礎下部 GL-300～基礎下部

Ｃ１ Ｃ２

GL-100～750～GL-530～+130 GL-100～750～GL-530～+130

Ｃ２’ Ｃ３ Ｃ４ Ｃ４'

GL-100～GL+130 GL-100～750～GL-530～+130 GL-100～GL+120 GL-100～GL+120

HOOP:

主筋 :

D13-@100

12-D13

HOOP:

主筋 :

D13-@100

12-D13

HOOP:

主筋 :

D13-@100

16-D13

HOOP:

主筋 :

D13-@100

12-D13

HOOP:

主筋 :

D13-@100

12-D13

HOOP:

主筋 :

D13-@100

14-D13

柱脚リスト　　1/60

▽設計ＧＬ

▽想定支持地盤
8
0
0

800

8
0
0

800

800

6
0
0

800

6
0
0

7-D13

地盤改良

5
0

200200

022

△地中梁天端

1
5
0 ▽１ＦＬ

1
0
01
3
0

16-D22 14-D22
4
,
0
0
0

4
0
0

2
,
8
0
0

1
,
2
0
0

7
0
0

2,000

Ｆ５

10-D16

6-D16

5
0

1
5
0

△地中梁天端1
0
01
3
0

1
,
5
0
0

7
-
D
1
3

1
,
2
0
0

6
-
D
1
6

1,500

7-D13 2,000

10-D16

2
0
0

2
0
0

200 200

1
,
0
0
0

5
0
0

5
0
0

2
,
0
0
0

500 1,000 500

2,000

1
,
2
0
0

1000φ

2,000

4
,
0
0
0

4
0
0

1
,
9
5
0

2
,
0
5
0

1
,
5
5
0

4
,
0
0
0

4
0
0

1
,
3
0
0

2
,
7
0
0

1
,
5
5
0

7
5
0

2,500 2,500

Ｆ６

12-D16

8-D19

8-D19

12-D16

地盤改良

地盤改良

5
0

5
0

Ｆ６Ａ

200 200200 200
1
5
0

1
5
0

△地中梁天端

△地中梁天端

1
0
01
3
0

2
3
0

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

8
-
D
1
9

8
-
D
1
9

2,500 2,500

12-D16 12-D16

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

200 200 200 200

1,000φ

地盤改良

改良深さは、現地の地盤状況にあわせ調整すること。

   箕輪町防災交流施設建設事業 建設工事
令和４年度



長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

礎版配筋図・ 雑配筋図 60 023

※土に接する床版は砂利(ｱ)50捨コン(ｱ)50の地業を行う床版配筋リスト

位　置版 厚符  号

150Ｓ１

備　　　　考

上  端  筋

下  端  筋

D10･D13-@200 D10･D13-@200

D10-@200 D10-@200

土間ピット・Ｗ１５・ＦＳ１　配筋図　　　1/60 釜場配筋図　　　1/60
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土間ピット

1-D13

ワイヤーメッシュ
6φ-@200
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5
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5
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▽設計ＧＬ

D10-@200

D10D13-@200

（短辺方向）
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Ｗ１５
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D10-@200
縦筋横筋共

8
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1
,
7
5
0

1
3
0

1
5
0

2-D13 2-D13
1-D13 1-D13

300700

1
5
0

5
0
0

D13-@200

300

D13-@200

▽設計ＧＬ

X4

▽設計ＧＬ

ＲＣ階段　配筋図　　　1/60

RC階段①

土間コンクリート　配筋図　　　1/60

一般部

▽設計ＧＬ

X5

差し筋
D10-@200

D10-@200

3
0
1
5
0

表層改良(Ｈ＝１.０ｍ)

押出法ポリスチレンフォーム３種

D10-@200
D10-@200

D10-@2001-D16 1-D13

D10-@200

表層改良(Ｈ＝１.０ｍ)

差し筋
D10-@200

2-D13

D10-@200

1-D13

150

300

150

≒4,330

X8

6
5
0

階段基礎スラブフカシ　配筋図　　1/60

▽設計ＧＬ-1750 (-2400)
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150 600 150
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ピット

ピット
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上  端  筋
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Ｓ２
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RC階段②
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1
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▽設計ＧＬ-530

ポーチ

150 1-D13

1-D10

D10-@200

1-D13

L2

2-D13

L
2

D10-@200

　　により、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略できる。

１．スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、偶角部に

２．スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げること

　　斜め方向に2-D10（　＝2L1）シングルを上下筋の内側に配筋する。

Ｈ≦t/2の場合 t/2＜Ｈ≦2tの場合

350

D13
L2

L2

H
t

D13

5H

t
H

n1本

L 1

L

1

L

1

L 1

L1 L1

 (    ) 本
n2
2

D10

n1本

スラブ開口部の補強要領

スラブ段差補強要領図

ＦＳ１ 250
上  端  筋

下  端  筋

D16-@200

D16-@200

D16-@200

D16-@200

150
上  端  筋

下  端  筋

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200
ＣＳ１

短辺方向・主筋
全域

長辺方向・配力筋
全域

差し筋

5
3
0

▽設計ＧＬ

1
5
0

D13-@200

D13-@200

D10-@200

Ｓ２
1-D10

1-D13

ＣＳ１
(主筋方向）

2-D13

D13-@200

D13-@200

15
0

Ｓ２
(長辺方向）(短辺方向）

D13-@200
5
3
0

▽設計ＧＬ
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0

1-D13
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▽設計ＧＬ

ピット
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(短辺方向）
Ｓ１
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D10-@200
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1-D13

1
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1-D10

D13-@200
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▽設計ＧＬ

ＦＧ１

全断面
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4-D25

腹筋： 4-D10

4-D25

ＦＧ２

1
0
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5
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全断面

400

4-D25

4-D25

腹筋： 8-D10

ＦＧ３

全断面

1
0
0

5
0

400

4-D25

地中梁リスト　　1/60 特記を除き　ＳＴ.□Ｄ１３－＠２００　腹筋 ６－Ｄ１０　巾止め筋 Ｄ１０－＠１０００

梁主筋は上端筋・下端筋共にＸ方向が上、Ｙ方向が下とする

長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

地中梁リ ス ト 60 024
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受水槽架台フカシ　配筋図　　1/60

350

6
0
0

350

補強筋：3-D16

補強ＳＴ．

ＳＴと同径同ピッチ

縦胴縁受け詳細図　　1/60

C-100×50×20×3.2

4
8
0

A.BOLT 1-M16 L=480
@1800

地中梁・小梁天端増打ち要領図
＊下端フカシも同様とする。

設計ＧＬ

補強ＳＴ．

ＳＴと同径同ピッチ

10
0

補強筋

：3-D16

：2-D16b=350　

b=400～600　

2
3
0
～ 8
8
0

補強筋：3-D16 600～880：

1000～1130：

腹筋

腹筋

2-D10

4-D10

地中梁側面増打ち要領図

L
2

L
2

5-D10腹筋：

補強筋
1-D16

補強筋
1-D16

D13-@200
補強ＳＴ.

1
3
0

2
,
0
3
0

Y2

350250

地中梁貫通孔補強要領

上縦筋
人通孔 縦筋

φ 横筋斜め筋

L1

L1
下縦筋

孔径 斜め筋 縦  筋 横  筋

600φ 2-2-D16大梁

設備用貫通孔
1). φ＜150 補強不要
2). 150≦φ＜200 建築工事標準仕様書　Ｈ１配筋
3). 200≦φ＜250 建築工事標準仕様書　Ｈ２配筋
※上下縦筋は、各符号のあばら筋と同型、同ピッチとする。

を得ること。

4-2-D29 4-  -D13

※評定を取得した既製補強筋を使用する場合は、監督員の承諾

▽設計ＧＬ

60mm

110mm

Ｘ方向

60mm

110mm

Ｙ方向

増し打ちを示す。

25 25

▼
柱

面

▼
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主筋方向かぶり要領図
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(　　)内の数字はは、基礎伏図・軸組図を参照とする。
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柱
□-２５０×２５０×１２

□-３００×３００×１２

部材リスト

部　材符　号

長野県松本市白板2-3-40

S
⻑ 野 県 知 事 登 録

1 :  
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図

製図

23. 01. 16

松 本 Ｈ 第 5Ｚ 262号

構 造 設 計 1級 建 築 士 第 8967号

宮坂　 宏之

(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号

種別 部　材符　号
種 別プレート

ダイヤフラム細長比

鉄骨部材リ ス ト ・ 継手部材リ ス ト

大
　
梁

小
　
梁

SS400

〃 Ｈ－２００×１００×５.５×８

Ｈ－１５０×７５×５×７Ｂ１５

Ｂ２０

〃 Ｈ－２５０×１２５×６×９ Ｂ２５Ａ：詳細参照Ｂ２５・Ｂ２５Ａ

〃

〃

〃

Ｈ－４００×２００×８×１３

Ｈ－３５０×１７５×７×１１

Ｈ－３００×１５０×６.５×９

Ｂ３５

Ｂ４０

〃 Ｈ－２００×１００×５.５×８

〃 Ｈ－２５０×１２５×６×９

Ｂ２０ａ

Ｂ２５ａ 片側剛接合

片側剛接合

Ｂ３０・Ｂ３０Ａ Ｂ３０Ａ：詳細参照

SS400 Ｈ－１５０×７５×５×７

〃 Ｈ－２５０×１２５×６×９

ＣＢ１５

ＣＢ２５

Ｈ－１４８×１００×６×９Ｂ１４８ 〃

〃Ｂ１５０ Ｈ－１５０×１５０×７×１０

SN490CＰＬ-１９
ＰＬ-２２

ＰＬ-２８
ＰＬ-１９
ＰＬ-２２
ＰＬ-２２
ＰＬ-２８

Ｃ１

Ｃ２・Ｃ２'
φ－３１８.５×７.９

φ－３１８.５×１２.７

〃

〃

〃

ベースパック　 30-12V

ベースパック　 318-13V3

２

階

１

２

１

BCR295

種別

〃

〃

STKN490B

Ｃ４・Ｃ４' １ STKN490B φ－２１６.３×１２.７ 〃
ＰＬ-２２
ＰＬ-２５

A.BOLT　8-M27(ABR400)
締め)L=810(DN

BPL-32　400x400(SN490B)

Ｃ３ □-２００×２００×１２１ BCR295 〃
ＰＬ-２２
ＰＬ-３２

A.BOLT　8-M27(ABR400)
締め)L=810(DN

BPL-32　400x400(SN490B)

締め)

Ｐ１・Ｐ１'

Ｐ２

２ SS400 Ｈ－１００×１００×６×８

□-１７５×１７５×６BCR295２

１ 〃 □-１７５×１７５×６

Ｐ３
２ SS400 Ｈ－１５０×１５０×７×１０

Ｈ－１５０×１５０×７×１０

Ｈ－１４８×１００×６×９ 梁に溶接Ｐ４

１ 〃

Ｒ 〃

Ｈ－２９４×２００×８×１２Ｒ SN400B

Ｈ－４００×２００×８×１３２ 〃
Ｇ１

Ｇ２

Ｇ３

Ｇ１１

Ｇ１２

Ｇ１４

Ｇ１５・Ｇ１５Ａ

Ｈ－４００×２００×８×１３２ 〃

Ｈ－４００×２００×８×１３２ 〃

Ｈ－２９４×２００×８×１２Ｒ 〃

２ 〃 Ｈ－３９０×３００×１０×１６

Ｈ－４００×２００×８×１３２ 〃

Ｈ－４００×２００×８×１３２ 〃

Ｈ－４００×２００×８×１３２ 〃

Ｈ－２５０×１２５×６×９２ 〃

備　考 備　考

ＣＧ４０ Ｈ－４００×２００×８×１３

ＢＨ－４００～１５０×２００×８×１３ＣＧ４０Ａ

ＣＧ２９４

〃

〃 Ｈ－２９４×２００×８×１２

SN400B

Ｇ１５Ａ：Ｙ３通側ピン接合

ＤＳ３０

ＧＰＬ－６　２－Ｍ１６

Ｇ１３・Ｇ１３Ａ Ｇ１３Ａ：Ｙ２通側ピン接合

ＧＰＬ－９　２－Ｍ２０

締め
BPL-16　200x250(SS400) A.BOLT　2-M20(SS400)
L=600(DN

SS400 Ｈ－１５０×１５０×７×１０ ＧＰＬ－９　２－Ｍ２０ＷＢ１５０

先端架構

SSC400 ＧＰＬ－４.５　２－Ｍ１２（中ボルト）母屋 Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠６０６

Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠６０６ ＧＰＬ－４.５　２－Ｍ１２（中ボルト）タルキ

１－Ｍ２０　Ｔ.Ｂ付 ＧＰＬ－９　１－Ｍ２０水平ブレース

Ｈ－１００×１００×６×８ ＧＰＬ－６　２－Ｍ１６SS400タルキ・母屋受け

縦胴縁 SSC400

〃

ＧＰＬ－４.５　２－Ｍ１２（中ボルト）

ＧＰＬ－４.５　２－Ｍ１２（中ボルト）

Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠４５５

２Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠９１０

STKR400 ＧＰＬ－６　２－Ｍ１６（中ボルト）

SSC400 Ｃ－１００×５０×２０×３.２

〃 □－１００×１００×３.２

□－１００×１００×２.３

ＧＰＬ－６　２－Ｍ１６（中ボルト）
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ＰＬ－４.５ 加工
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Ｈ－２００Ｘ１００Ｘ５.５Ｘ８

Ｈ－３５０Ｘ１７５Ｘ７Ｘ１１
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２Ｐ － ９Ｘ２００Ｘ１７０Ｌ

２４－Ｍ２０

４Ｐ －９Ｘ８０Ｘ４１０Ｌ

２Ｐ －９Ｘ２００Ｘ４１０Ｌ
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1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 107206号

児野　 登 ⻑澤　 真実
1級 建 築 士 大 臣 登 録 第 261530号

検図
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23. 01. 16
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(有)Ａ＆Ａ構造研究所 長野県知事登録（松本）Ｈ第34193号
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№ 架 台 種 類 立上り数基礎底部
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基礎立上り寸法

400mm×2200mm×600mm 2

空調室外機（2台分）架台 5800mm×950mm 3400mm×950mm×600mm

特記　　　・鋼材は溶融亜鉛メッキ処理を行う。
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